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要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏
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﨑　
　
　

亮　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
大
仏
空
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
念
仏
、
横
塚
晃
一
、
横
田
弘
、「
青
い
芝
」
の
行
動
綱
領

は
じ
め
に

　

一
九
七
〇
年
代
の
「
青
い
芝
の
会
」（
以
下
、「
青
い
芝
」
と
略
記
）
の
思
想
と
運
動

―
―
基
本
的
に
は
「
青
い
芝
」
神
奈
川
県
連
合
会
、
と
り
わ
け
横
塚
晃
一
（
一
九
三
五
―

七
八
）
と
横
田
弘
（
一
九
三
三
―
二
〇
一
三
）
を
中
心
と
す
る
―
―
が
、
日
本
の
障
害
当

事
者
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
的
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘

す
る
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
近
現
代
日
本
の
障
害
当
事
者
の
歴
史
を
丹
念
に
描
き
出

し
た
杉
本
章
は
、「
青
い
芝
」
の
運
動
を
、「
障
害
者
の
排
除
を
当
然
視
し
、
そ
の
こ
と
に

何
の
疑
問
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
社
会
の
あ
り
方
を
当
事
者
が
正
面
か
ら
告
発
し
、
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
主
張
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
」）

1
（

と
述
べ
、
ま
た
杉
野

昭
博
は
障
害
学
の
視
点
か
ら
、「
そ
の
先
駆
性
お
よ
び
包
括
性
は
国
際
的
に
見
て
も
類
例

の
な
い
も
の
」）

2
（

と
評
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
西
欧
か
ら
の
影
響
に

よ
っ
て
新
た
な
方
向
性
が
切
り
開
か
れ
て
き
た
日
本
の
福
祉
領
域
に
お
い
て
、
独
自
の
形

で
豊
か
な
障
害
者
自
立
思
想
―
―
そ
の
端
的
な
表
現
が
一
九
七
〇
年
一
〇
月
の
「
青
い

芝
」
神
奈
川
県
連
合
会
会
報
『
あ
ゆ
み
』
一
一
号
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
わ
れ
ら
か
く
行

動
す
る
」
で
あ
っ
た）

3
（

―
―
が
芽
生
え
た
事
実
の
重
要
性
は
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
。

　

そ
し
て
「
青
い
芝
」
の
中
核
メ
ン
バ
ー
と
な
る
横
塚
と
横
田
は
い
ず
れ
も
、
一
九
六
〇

年
代
後
半
、
宗
教
者
大お

さ

仏ら
ぎ

空あ
き
ら（

一
九
三
〇
―
八
四
、
本
名
は
晃あ

き
ら、

の
ち
に
尊そ

ん

教ぎ
よ
う）

が
主

催
す
る
コ
ロ
ニ
ー
―
―
大
仏
が
み
ず
か
ら
住
持
を
勤
め
る
閑
居
山
願
成
寺
（
茨
城
県
新
治

郡
千
代
田
村
［
現
か
す
み
が
う
ら
市
］）
を
開
放
し
て
主
催
し
た
脳
性
マ
ヒ
者
の
生
活
共

同
体
。
後
に
「
マ
ハ
ラ
バ
村
」
と
命
名
さ
れ
る
―
―
で
の
共
同
生
活
を
体
験
し
て
、
と
く

に
親
鸞
の
『
歎
異
抄
』
を
援
用
す
る
大
仏
の
ユ
ニ
ー
ク
な
宗
教
思
想
に
強
い
影
響
を
受
け

て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
仏
の
宗
教
思
想
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
な
か

に
内
発
的
に
独
自
の
障
害
者
自
立
思
想
が
覚
醒
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
す
る
な
ら
ば
、
大
仏
の
宗
教
思
想
の
な
か
に
、「
青
い
芝
」
の
障
害
者
自
立
思
想
の

一
つ
の
源
流
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
実
際
、
大
仏
か
ら
の
影
響
が
決
定

的
だ
っ
た
こ
と
を
横
塚
も
橫
田
も
認
め
て
い
る）

4
（

。
と
こ
ろ
が
、
従
来
、
大
仏
の
宗
教
思
想

を
正
面
か
ら
見
据
え
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た）

5
（

。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
大
仏
自
身
が
ま
と
ま
っ
た
著
作
を
残
し
て
お
ら
ず
、
残
さ
れ
た

わ
ず
か
な
著
述
も
ほ
と
ん
ど
ア
ク
セ
ス
不
能
で
あ
っ
た
と
い
う
資
料
的
制
約
が
大
き
い

が
、
そ
の
う
え
大
仏
の
論
理
展
開
は
独
特
で
、
晦
渋
な
文
体
も
相
ま
っ
て
そ
の
解
釈
が
き

わ
め
て
難
し
い
点
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
従
来
、
障
害
学
を
中
心
と
し
て

「
青
い
芝
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
者
の
な
か
に
、
宗
教
な
い
し
は
宗
教
的
な
る
も
の
へ
の

関
心
が
決
定
的
に
欠
落
し
て
い
た
点
も
見
逃
せ
な
い）

6
（

。

　

私
は
、
大
仏
と
横
塚
・
橫
田
の
思
想
的
連
関
を
た
ど
る
論
考
を
二
〇
一
七
年
に
発
表
し

て
い
る
が）

7
（

、
そ
の
際
、
参
照
可
能
な
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
、
以
来
、
彼
の
著
述
の
探
索
と
収
集
を
試
み
て
き
た
。
幸
い
、
二
〇
一
九
年
度

か
ら
科
研
費
の
補
助
を
受
け
、
ま
た
大
仏
の
息
女
増
田
レ
ア
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
三
〇
点
に
及
ぶ
大
仏
の
著
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
な
か
に
は
今
回
の
探
索
に
よ
っ
て
新
た
に
所
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
も
多
く
含
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大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

二

「大仏空著作集」内容一覧

「大仏空著作集（一）」（『島根大学社会福祉論集』8、2022）
Ⅰ基底としての「宗教」
　 1『聖道　念仏義抄文』［1950 年代半ば？］ 大仏　晃

あきら

　 2 折本昭子宛書簡（1961 年 8 月） 大仏　空
　 3「安楽死賛成論（往復書簡）」（『しののめ』47、1962 年 4 月） 折本昭子／大仏　空
　 4「袋井　徳君」（『しののめ』50「プロフィール」より、1963 年 6 月） 六角大仏盲眼
　　 「大仏　空さん」（『しののめ』50「プロフィール」より、1963 年 6 月） 書き人しらず
　 5「非自己」（『しののめ』50、1963 年 6 月） 大仏　空
　 6「寂（サビ）とは？――中曽根君への反論」（『しののめ』54、1964 年 10 月） 大仏　空
　 7「最大の念仏者　キリスト」（歎異抄研究会『親鸞』9、1966 年 4 月） 大仏　空
　 8「ウン…そうだ、タンニ抄だ！」（歎異抄研究会『親鸞』10、1967 年 8 月） 大仏　空

「大仏空著作集（二）」（『島根大学人間科学部紀要』6、2023）
Ⅱ障害者解放に向けて
　 9「社会福祉は治安維持の道具か」（『朝日ジャーナル』1971 年 2 月 19 日号、
　　　特集・手記「私にとっての国家」2 檻の中の差別） 大仏　空
　10『CP 解放運動のめざすもの』（青い芝の会、1975 年？） 横塚晃一
　   「解説」  ［大仏　空］
　11『解放理論研究会テキスト』（茨城青い芝の会、1979 年 4 月） ［大仏　空］
　12『CP 解放運動のめざすもの（他二編）』（解放理論研究会テキスト（三版）、
　　　解放理論研究会、1979 年 12 月）より
　　 「序文（人は我々をアナーキストだと云う）」 ［大仏　空］
　　 「社会科学としての労働」 ［横塚晃一］
　　 「解説（解放理論研究［会］テキスト）」 風乱軒主人［大仏　空］
Ⅲみずからを語る
　13「インタビュー構成 おのれの地獄を見きわめよ――CP（脳性マヒ）者とともに生きて」
　　 （1975 年 8 月 15 日、『月刊東風』43、1975 年 10 月号） 大仏　空
　　 資料一「宣言」（山形青い芝の会、1975 年 8 月） ［大仏　空］
　　 資料二「序文」（横田弘『ころび草』自立社、1975 年 8 月、序文の改訂版） 大仏　空
　　 資料三「敗軍の兵」（整肢療護園同窓会『同窓会誌』33、1970 年 2 月） 横塚晃一

「大仏空著作集（三）」（『島根大学社会福祉論集』9、2024）
Ⅳ歴史へのまなざし
　14「茨城の郷土史散歩から見た本願寺の成立」（日本仏教研究会『日本仏教』29、1969 年 1 月）　
 大佛　空
　15「将門の一族を考察する」（『歴史読本』1972 年 6 月号） 大仏　空
Ⅴ晩年の思索
　16 竹本信弘宛書簡（1984 年 2-6 月） 大仏　空
　17「CP について」（1984 年？） 大仏　空
　18「最後の言葉」（1984 年） 大仏　空
付録
　19 大仏晃

こう

雄
ゆう

宛書簡 （1949 年 7 月？） 大仏　晃
あきら

＊ 　　　の著述は新たに発見されたもの（1『聖道　念仏義抄文』以外は、マハラバ文庫のウェブサイト
にも掲載されていない）を示す。

＊各「大仏空著作集」からの引用は、それぞれの巻数と頁数で示す。



三

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

ま
れ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
か
ら
は
、
三
〇
点
の
う
ち
の
一
九
点
を
「
大
仏
空
著
作
集
」

と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
前
頁
の
と
お
り
で
あ
る）

8
（

。

　

大
仏
の
宗
教
思
想
は
多
面
的
な
拡
が
り
を
も
ち
、
そ
の
全
貌
を
と
ら
え
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
ま
た
、「
青
い
芝
」
と
の
関
連
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
小
論
で
は
、
新
た
に

明
ら
か
に
な
っ
た
大
仏
の
著
述
の
な
か
で
も
初
期
の
も
の
を
中
心
に
、
そ
の
宗
教
思
想
の

基
本
的
な
性
格
を
提
示
し
、
さ
ら
に
先
に
も
触
れ
た
横
田
弘
に
よ
る
「
わ
れ
ら
か
く
行
動

す
る
」（
い
わ
ゆ
る
「
青
い
芝
」
の
行
動
綱
領
）
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

　

ま
ず
は
、
一
昨
年
よ
り
公
開
を
始
め
、
本
年
で
完
結
す
る
「
大
仏
空
著
作
集
」
の
概
要

に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い）

9
（

。
全
体
の
構
成
は
前
頁
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
ご

覧
の
よ
う
に
「
Ⅰ
基
底
と
し
て
の
「
宗
教
」」、「
Ⅱ
障
害
者
解
放
に
向
け
て
」、「
Ⅲ
み
ず

か
ら
を
語
る
」、「
Ⅳ
歴
史
へ
の
ま
な
ざ
し
」、「
Ⅴ
晩
年
の
思
索
」
の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
分
け
て
、
大
仏
の
著
述
を
収
録
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
時
代
順
の
な
ら
び
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
次
頁
以
降
の
「
大
仏
関
連
略
年
譜

（
大
仏
・
橫
田
・
横
塚
著
述
対
照
表
）」
も
参
照
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
論
考
を
収

め
る
。
大
仏
が
、
十
代
か
ら
の
放
浪
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
て
茨
城
の
閑
居
山
願
成
寺）

10
（

に

戻
る
の
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
四
年
の
い
わ
ゆ

る
「
閑
居
山
コ
ロ
ニ
ー
」
の
発
足
を
挟
ん
で
、
一
九
六
七
年
ま
で
の
あ
い
だ
の
論
考
は
、

主
に
花
田
春
兆
主
催
の
文
芸
同
人
誌
『
し
の
の
め
』
や
、
在
家
信
者
に
よ
る
「
歎
異
抄
研

究
会
」
の
機
関
誌
『
親
鸞
』
に
掲
載
さ
れ
、
内
容
的
に
は
大
仏
の
宗
教
観
に
一
貫
す
る
基

本
的
な
骨
格
を
示
す
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
Ⅰ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
「
基
底
と
し
て

の
「
宗
教
」」
と
名
付
け
た
所
以
で
あ
る
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
は
、
一
九
六
九
年
の
い
わ
ゆ
る
「
マ
ハ
ラ
バ
村
」
崩
壊
後
、
横
塚
や
橫

田
ら
「
青
い
芝
」
の
運
動
と
も
関
わ
り
な
が
ら
、
主
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
形
で
一
九
七
〇

年
代
後
半
に
発
表
さ
れ
た
論
考
を
中
心
に
収
め
る
。
内
容
的
に
は
、
後
に
も
触
れ
る
よ
う

に
、
横
塚
の
論
考
「
あ
る
障
害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
に
触
発
さ
れ
、
大
仏
独
自
の
「
障

害
者
解
放
」
思
想
が
提
示
さ
れ
る
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ
は
、
一
九
七
五
年
八
月
一
五
日
に
収
録
さ
れ
、
茨
城
の
地
方
誌
『
月
刊

東
風
』
に
掲
載
さ
れ
た
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
お
の
れ
の
地
獄
を
見
き
わ
め
よ
」
で
あ

る
。
当
時
の
大
仏
を
取
り
巻
く
状
況
、
さ
ら
に
は
自
身
の
人
と
な
り
や
思
想
に
つ
い
て
率

直
に
語
ら
れ
て
お
り
、
付
録
の
資
料
と
も
あ
わ
せ
て
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ
に
は
、
親
鸞
が
み
ず
か
ら
布
教
し
た
常
陸
と
の
関
連
で
本
願
寺
の
成
立

を
考
察
し
た
論
考
（
一
九
六
九
年
）、
将
門
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
板
東
平
氏
の
系
譜
を
た
ど

り
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
賤
民
階
層
の
存
在
を
指
摘
す
る
論
考
（
一
九
七
二
年
）、
い
ず
れ

も
郷
土
史
的
・
民
俗
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
二
編
を
収
め
る
。

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅴ
に
は
、
大
仏
晩
年
の
思
索
を
包
括
す
る
、
一
九
八
四
年
の
私
信
と
録
音
、

さ
ら
に
は
死
期
を
予
感
し
た
大
仏
が
印
刷
業
者
に
委
ね
た
短
文
を
収
め
る
。
い
ず
れ
も
、

大
仏
の
宗
教
思
想
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

最
後
に
付
録
と
し
て
、
一
八
歳
の
大
仏
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
受
洗
を
前
に
し
て
父
親
の

晃こ
う
ゆ
う雄

に
宛
て
た
私
信
を
収
め
る
。

　

こ
れ
ら
一
九
点
の
著
述
の
う
ち
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
が
一
一
点
含
ま
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
な
か
で
も
1
『
聖
道　

念
仏
義
抄
文
』、
7
「
最
大
の
念
仏
者　

キ
リ
ス
ト
」、

19
「
大
仏
晃
雄
宛
書
簡
」
は
大
仏
の
宗
教
思
想
の
基
本
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た

10
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』
は
横
塚
と
の
思
想
的
連
関
を
示
す
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
17
「
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
は
大
仏
の
思
想
的
到
達
点
を
見
定
め
る
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
る）

11
（

。

　

こ
こ
で
は
、
大
仏
の
「
障
害
者
解
放
」
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
10
を

起
点
と
す
る
一
連
の
『
解
放
理
論
研
究
会
テ
キ
ス
ト
』
の
成
立
過
程
を
簡
単
に
た
ど
っ
て

お
く
こ
と
に
す
る
。
10
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』
は
、
Ｂ
6
版
二
八
頁
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
、
表
紙
に
は
タ
イ
ト
ル
と
「
青
い
芝
の
会
全
国
常
任
委
員
会　

会
長
横
塚
晃

一
」
の
記
名
が
あ
る）

12
（

。
奥
付
に
発
行
年
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、
発
行
元
と
し
て
「
青
い

芝
の
会
」（
寺
田
方
の
都
営
ア
パ
ー
ト
の
住
所
と
電
話
番
号
）
と
「
青
い
芝
の
会
大
阪
支

部
」（
大
阪
の
リ
ボ
ン
社
の
住
所
と
電
話
番
号
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
『
母
よ
！
殺
す
な
』
に
再
録
さ
れ
た

横
塚
の
「
あ
る
障
害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
の
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
、
三
節
（「
一 

殺

さ
れ
る
立
場
か
ら
」「
二 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
存
在
？
」「
三 

崩
壊
か
ら
の
出
発
」）
構

成
の
第
一
節
を
、「
一 

殺
さ
れ
る
立
場
か
ら
」「
二 

行
動
を
通
し
て
」「
三 

そ
れ
で
も
施

設
が
欲
し
い
の
か
」
に
分
節
し
て
、
合
計
五
節
構
成
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の



大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

四
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19
73

.1
1

・
、

社
ん

ぼ
り

・
ー

タ
ン

セ
料

資
題

問
者

害
障

「
身

体
障

害
者

は
な

ぜ
殺

さ
れ

る
の

か
！

！
」
（
『

あ
ゆ

み
』

20
、

・「
C

P
―
―
障
害
者
と
し
て
生
き
る
」
朝
日
新
聞
社
編

『
日
本
の
医
療

：
朝
日
市
民
教
室

6
―
―

設
立
（
大
阪
）

19
73

.1
1.

1）
立

ち
上

が
っ

た
群

像
』
（

朝
日

新
聞

社
、

19
73

.1
1：

「
母

親
の

殺
意

に
こ

そ
」
「

施
設

の
あ

り
方

に
19

73
.1

2
（

」
ま

ま
た

み
台

仙
「・

磯
長

会
副

、
塚

横
長

会
で

議
会

者
表

代
国

全
『
あ
ゆ
み
』

20
）

つ
い
て
」
）

部
・
小
山
、
事
務
局
長
寺
田
が
選
任

・『
炎
群
―
―
障
害
者
殺
し
の
思
想
』
（
し
の

の
め
発
行
所
、
し
の
の
め
叢

書
13
、

19
74

.1
）

「
不
合
理
な
存
在
と
し
て
―
―
一
九

七
四
年
年
頭
に
あ
た
つ
て
」（
『

青
い
芝
』

93
、

19
74

.3
.1

5）
・「

東
京
都
に
お
け
る
「
障

害
者
の
た
め
の
街
づ
く
り
協
議
会
」
の
報
告
」
（『

青
い

芝
』

93
）

・「
新
ら
た
な
る
前
進
を
め
ざ
し
て
」
（『

あ
ゆ
み
』

21
、

19
74

.5
.1
）

・「
思
う
ま
ゝ
に
」
（『

あ
ゆ
み
』

21
）

「
青
い
芝
」
神
奈
川
県
連
合

会
第
十
二
回
総
会

(1
97

4.
5.

19
)で

の
発
言
（『

あ
ゆ
み
』

22
、

19
74

.7
）

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
期
待
す
る
も
の
」
（『

ポ
プ
ラ
』

6、
19

74
.6
）

「
優
生
保

護
法
改
正
は
阻
止
さ
れ
た
」
（『

青
い
芝
』

94
、

19
74

.7
.2

6）
・「

呪
縛
を

障
害
者
（
児
）
と
親
」（
『

公
衆
衛
生
』

38
-1

0、
19

74
.1

0）
「
あ
る
障

害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
（『

ジ
ュ
リ
ス
ト
』

57
2、

19
74

.1
0）

・「
い
ろ
い
ろ
な
事
」
（『

あ
ゆ
み
』

23
、

19
74

.1
1.

11
）

「
鶏
に
み

る
「
弱
者
」
考
」
（『

青
い
芝
』

95
、

19
75

.1
.2

6［
19

74
.1

0.
3
記

］
）

・『
母
よ
！
殺
す
な
』
（
す
ず
さ
わ
書
店
、

19
75

.2
）
「
あ
と
が
き
」

(1
97

5.
1)

・
「

序
文
」
（

19
75

.4
.2

2)
、
「

異
端
の

系
譜
」
（

横
田

弘
『
こ

ろ
び

草
』
自
立

社
、

19
75

.8
.1

0）
・「

覇
権
と
は
な
ん
だ
」
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

19
75

.8
.1
号

・『
こ
ろ
び
草
―
―
脳
性
麻
痺
者
の
あ
る
共
同
生
活
の
生
成
と
崩
壊
』
（
自

・
「

お
の

れ
の

地
獄

を
見

き
わ

め
よ

―
―

C
P（

脳
性

マ
ヒ

）
者

立
社
、

19
75

.8
.1

0）
と
と
も
に

生
き
て
」
『
月
刊
東
風
』

43
('7

5.
8.

15
)、

19
75

.1
0

・「
（
障
害
等

級
改
善
に
関
す
る
）
要
望
書
」
（『

青
い
芝
』

97
、

19
75

.9
.1

5）
19

75
.1

1.
24

青
い

芝
の

会
全

国
代

表
者

会
議

で
、

磯
・
「

解
説

」
（

横
塚

晃
一

『
C

P
解

放
運

動
の

め
ざ

す
も

の
』

・
、

『
C

P
解

放
運
動
の
め
ざ
す
も

の
』
（

青
い
芝
の
会
、

19
75

？
）

部
・
寺
田
ら
、
執
行
部
を
追
わ
れ
る

19
75

？
）

・「
養
護
学
校
義
務
化
に
反
対
す
る
」
（『

あ
ゆ
み
』

28
、

19
76

.2
.1

5）
19

76
.4

川
奈

神
」

芝
い

青
「

る
す

対
反

に
ク

ッ
ェ

チ
児

胎
―

―
声

の
舟

し
あ

『
・

連
者

全
健

国
全

織
組

人
友

団
集

者
害

障
立

自
・
横
塚
他
「

障
害
者
に
と
っ
て
労
働
と
は
何
か
」
（
座
談
会
：『

現
代
の
眼
』

17
-4
、

19
76

.4
）

絡
協
議
会
（
全
健
協
）
、
結
成

県
連
合
会

の
斗
い
』（
「
青
い
芝
」
神
奈
川
県
連
合
会
叢
書

N
o.

2、
19

76
）

「
藤
田
正

弘
氏
自
殺
へ
の
抗
議
行
動
に
よ
せ
て

団
結
こ
そ

解
放
へ
の
道
」
（『

青
い
芝
』

98
、

19
76

.6
.2

0）
「
青
い
芝

」
神

奈
川

県
連

合
会

第
十

四
回

総
会

(1
97

6.
6.

6)
で

の
発

言
（『

あ
ゆ
み
』

33
、

19
76

.8
.1

5）
19

76
.8
全

国
障
害
者
解
放
運
動
連
絡
会
議（

全
障
連
）、

「
文
部
省

の
方
針
と
法
律
」
（『

青
い
芝
』

99
、

19
76

.8
.4
）

結
成

・「
『
全
国
青

い
芝
の
会
』
決
議
文
カ
レ
ン
さ
ん
を
殺
す
な
！
―
―
『
尊
厳
死
』
判
決
に
抗
議
す
る
」

（『
青
い
芝
』

99
）

・「
要
望
書
」
（
運
輸
大
臣
・
東
京
陸
運
局
長
宛

、
昭
和

52
年

1
月

27
日

［
参
考
資
料
］、
『
あ
ゆ

・「
焼
却
炉
殺
人
未
遂
事
件
小
考
」
（『

あ
ゆ
み
』

36
、

19
77

.2
.1

5）
み
』

39
、

19
77

.9
.1

5）
「
七
七
年

年
頭
に
あ
た
つ
て
」
（『

青
い
芝

』
10

0、
19

77
.3

.1
0）

・「
昭
和

54
年
度

養
護
学
校
義
務
化
に
関
す

る
公
開
質
問
状
」
（『

青
い
芝
』

10
0）

第
15

回
総
会
（
昭
和

52
年

4
月

3
日

）
冒

頭
の
挨
拶
と
発
言
（『

あ
ゆ
み
』

42
、

19
78

.4
.1

5）
「
障
害
者

解
放
運
動
の
現
在
的
視
点
」
（『

全
障
連
結
成
大
会

報
告
集
』
、

19
77

.4
）

・
横
塚
り
ゑ「

私
の
意
見
」（『

あ
ゆ
み
』

38
、1

97
7.

6.
18
）

・『
C

P
と

し
て
生
き
る

改
訂

版
』
（

全
国
青
い
芝
の
会
事
務
所
、

19
77

.6
）

「
抗
議
文
」（

全
日
本
交

通
運
輸
労
働
組

合
協
議
会
宛
、

19
77

.8
.2

3、
『

あ
ゆ
み
』

39
、

19
77

.9
.1

5）
「
障
害
者

の
自
立
に
つ
い
て
の
青
い
芝
の
会
の
見
解
」
（
厚
生
大
臣
渡
辺
美
智
雄
宛
、
昭
和

52
・「

養
護
学
校
義
務
化
に
反
対
す
る
」（
『
脳
性
マ

ヒ
児
の
教
育
』

24
、

19
77

年
9
月

28
日
。
『
あ
ゆ
み
』

41
、

19
78

.1
.1

5）
か
ら
の
転

載
。
『

あ
ゆ
み
』

40
、

19
77

.1
1.

15
）

19
78

.5
全

国
健
全
者
連
絡
協
議
会
、
解
散

19
78

.7
横

塚
、
死
去

・「
会
長
に
就
任
し
て
」
（『

あ
ゆ
み
』

44
、

19
78

.7
.1

5）
「
健
全
者

集
団
に
対
す
る
見
解
」
（『

青
い
芝

』
10

4、
19

78
.9

.1
.）

・「
故
横
塚
晃
一
氏
へ
の
献
詩
」
（『

あ
ゆ
み
』

45
、

19
78

.1
0.

15
「

海
の
鳴

「
河
野
氏

に
当
て
た
故
横
塚
晃
一
会
長
の
手
紙
」
（『

青
い
芝

』
10

5、
19

79
.3

.1
）

・
矢
田
龍
司
「
横
塚
氏
を
想
う
」
（『

あ
ゆ
み
』

45
」

日
る

）
「
無
音
の
道
」
「
秋
の
怒
り
」
）

・『
障
害
者
殺
し
の
思
想
』
（

JC
A
出

版
、

19
79

.1
）

・
横
塚
り
ゑ
「

横
塚
晃
一
の
最
期
」（
『
青
い
芝
』

10
5

・
、

「
海
の
鳴
る
日
」
（『

青
い
芝
』

10
5、

19
79

.3
.1
）

19
79

.3
.1

・
）

『
解

放
理

論
研

究
会

テ
キ

ス
ト

』
（

茨
城

青
い

芝
の

会
、

・「
障
害
者
運
動
と
そ
の
思
想
」
（『

福
祉
労
働
』

3、
19

79
）

19
79

.3
全

国
青
い
芝
の
会
、
全
障
連
か
ら
脱
退

19
79

.4
.2

0）
・

介
護

ノ
ー

ト
編

集
委

員
会

『
は

や
く

ゆ
っ

く
り

：
横
塚
晃
一
最
後
の
闘
い
』
（
私
家
版
、

19
79

.5
）

・
二
日
市
安
『
私
的
障
害
者
運
動
史
』
（
た
い
ま
つ
新

・
『

解
放

理
論

研
究

会
テ

キ
ス

ト
N
O
.
2
』
（

解
放

理
論

研
究

会
、

書
、

19
79

.1
1）

19
79

.1
2.

24
）

・「
序
文
（
人

は
我
々
を
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
だ
と
云

う
）」
「
解
説
（

解
・
〔

横
塚

晃
一

〕
「

社
会

科
学

と
し

て
の

労
働

」
（
『

C
P

解
放

運
動

の
め

ざ
す

も
の

（
他

二
編

）
』
、

放
理
論
研

究
テ
キ
ス
ト
）」
（『

CP
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
（
他

19
79

.1
2.

24
）

二
編

）
』

解
放

理
論

研
究

会
テ

キ
ス

ト
（

三
版

）
、

解
放

理
論

研
究
会

横
塚
り
ゑ
方
、

19
79

.1
2.

24
）

・
横
塚
り
ゑ
他
「

婦
人
部
座
談
会
」（
『
あ
ゆ
み
』

51
、

19
80

.7
.1

5）
19

81
.1

-1
1
大

仏
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
で
服
役

・「
悪
人
こ
そ
正
し
い
の

だ
」（

茨
城
『
青
い
芝
』

23
、

19
81

.3
・

）
『

増
補
版

母
よ
！

殺
す
な
』
（
す
ず
さ
わ
書
店
、

19
81

.3
）

・
小

山
正

義
『

い
き

ざ
ま

―
―

あ
る

脳
性

マ
ヒ

障
害

・
和

尚
／

折
本

等
「

討
論

会
「

愛
・

セ
ッ

ク
ス

・
結

婚
」

に
つ

者
の
半
生
』
（

JC
A
出

版
、

19
81

.4
）

い
て
」
（
茨
城
『
青
い
芝

』
23

・
）

「
渡
部
昇
一
氏
の
「

神
聖
な
義

務
」
と
の
闘
い
」（
『
福
祉
労
働
』

10
、

19
81
）

・「
大
仏
空
講
義
録
」

(1
98

1.
11

.1
9-

21
)

・「
セ
ッ
ク
ス
・
愛
・
結
婚
へ
の
試
論
」
（『

福
祉
労
働
』

12
、

19
81
）

・「
平
将
門
と
鉄
王
伝
承

（
一
）
」
（『

と
き
わ

路
』

8、
19

82
.5
）

・「
「
安
楽
死
」
さ
せ
る
こ
と
が
「
幸
せ
」
か

―
―
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
に
お

け
る
ダ
ウ
ン
症
児
事
件
」
（『

あ
ゆ
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』

55
、

19
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.7
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）
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「

平
将

門
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鉄
王

伝
承
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」
（
『

と
き

わ
路

』
9、

19
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）

・「
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祖
崇
拝
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朝
日
ジ
ャ
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な
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、
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）
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簡
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)
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］
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言
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最
［・

去
死
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大
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4)
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田
春

兆
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宰
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人

誌
『
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の
め

』
(1

95
2-

20
07

?)
。

整
肢

療
護

園
同
窓

会
『

同
窓

会
会

報
』

(1
95

6-
19

74
)。

青
い

芝
の

会
（
全

国
青

い
芝

の
会

総
連

合
会
）
『
青

い
芝
』

(1
95

7-
19

97
)。
「
青
い
芝
」

神
奈
川
県

連
合
会

会
報

『
あ
ゆ
み

』
(1

96
5-

19
90

)。
大
仏
空

関
連
の

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

。
表
中

の
は
横
塚
晃
一
『
母
よ
！
殺
す
な
』
（
増
補
版
、

19
81
）

に
収
録
さ
れ
て
い
た

論
考
、

は
20

07
年

に
復
刊
さ
れ

た
生
活
社
版
に
補
遺
と
し
て
追
加
さ
れ
た
論
考
、

は
復
刊
第
二
版

(2
01

0)
で

さ
ら
に
追
加
さ
れ
た
論

考
を
示
す
。

＊
50

年
代
と

60
年

代
は

に
よ
っ
て

10
年

間
を

区
切
っ
て
い
る
が
、

70
年

代
以

降
は

1
年
毎
に

で
区
切
っ
て

い
る
。
事
項
欄
の

70
年

代
以

降
の
「

青
い
芝
」
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
若
林
克
彦
『

軌
跡

青
い
芝
の
会
―
―
あ
る
脳

性
マ
ヒ
者
運
動
の
あ
ゆ
み
』（

私
家
版
、

19
86
）

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
大
仏
、
橫
田
、
横
塚
の
著
述
に
関
し

て
は
最
大
限
検
索
に
努
め
た
つ
も
り
だ
が
、
な
お

遺
漏
あ
る
を
恐

れ
る
。
お
気
付
き
の
点
、
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。



五

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

大
仏

関
連

略
年

譜
（

大
仏

・
横

田
・

横
塚

著
述

対
照

表
）
（

未
定

稿
）

事
項

大
仏
空

(1
93

0.
8.

27
-1

98
4.

7.
6)

横
田
弘

(1
93

3.
5.

15
-2

01
3.

6.
3)

横
塚
晃
一

(1
93

5.
12

.7
-1

97
8.

7.
20

)
19

30
.8
大

仏
晃

、
東
京
に
て
出
生

19
45

.3
大

仏
、
茨
城
の
願
成
寺
に
移
転

大
仏
、
天
台
宗
の
得
度
、
尊
教
に
改
名

19
49

.8
大

仏
、
別
府
に
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
受
洗

・
大
仏
晃

雄
宛
書
簡

19
56

.7
大

仏
、
井
原
照
子
と
結
婚

・
大
仏
晃

『
聖
道

念
仏
義
抄
文
』
（

19
50

年
代
半
ば
？
）

19
57

.1
1

19
45

.1
2

青
い
芝
の
会
、
発
足

・（
無
題
）
（『

同
窓
会
会
報
』

1、
19

57
）

・『
あ
ゆ
み
』
（「

象
」
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報
印
刷
所
、

19
58
）

'6
0

（
」

ギ
ロ

オ
コ

「・
へ

動
運

者
害

障
、

仏
大

、
保

安
年

『
青
い
芝
』

12
、

19
60

.3
.3

0）
19

61
.4

大
仏

、
中

島
静

江
を

介
し

て
初

め
て

『
し

の
の
め
』
と
関
わ
る

19
61

.8
小

山
正
義
、
願
成
寺
入
り

・
折
本
昭

子
宛
書
簡

(1
96

1.
8.

24
)

・「
堕
獄
論
」
（『

し
の
の
め
』

45
、

19
61

.9
）

19
61

.1
0
青

い
芝
の
会
茨
城
支

部
、
結
成

・
折
本
昭

子
／
大
仏
空
「
安
楽
死
賛
成
論
（
往
復
書
簡
）」

（『
し

・「
太
洋
君
へ
」
（『

し
の
の
め
』

47
、

19
62

.4
.3

0）
19

62
.7
青

い
芝
の
会
川
崎
支
部
、
結
成

の
の
め
』

47
、

19
62

.4
.3

0
・

）
「
過
程
―
―
引
金
は
自
分
の
手
で
」
（『

し
の
の
め
』

48
、

19
62

.9
）

19
63

.5
横

田
、
大
仏
と
出
会
う

・
六
角
大

仏
盲
眼
「
袋
井
徳
君
」（
『

し
の
の
め
』

50
、

19
63

.6
）

・「
《
座
談

会
》
五
〇
号
て
ん
や
わ
ん
や
」
（『

し
の
の
め
』

50
）

・「
非
自
己
」
（『

し
の
の

め
』

50
）

19
63

.1
2
大

仏
の
父
晃
雄
、
死

去
19

64
.1「

閑
居

山
コ
ロ
ニ
ー
」
（
マ
ハ
ラ
バ
村
）
、
発

足
・「

イ
ロ
ハ
積
木
と
恋
愛
小
説
」
（『

し
の
の
め
』

52
」
、

19
64

.1
）

19
64

.4
橫

田
、
コ
ロ
ニ
ー
に
参
加

19
64

.6
横

塚
、
コ
ロ
ニ
ー
に
参
加

・「
や
ぶ
に
ら
み
小
論
（
北
斎
と
広
重
）」

（『
し
の
の
め
』

53
、

19
64

.6
）

・「
寂
（
サ
ビ
）
と
は
？

―
―
中
曽
根
君
へ
の
反
論
」
（『

し
の
の

・「
何
処
か
に
き
っ
と
」（

戯
曲
、『

し
の

の
め
』

54
、

19
64

.1
0：

55
、

19
65

.1
）

・
横
塚
光
逸

「
朝
寒
」
（『

し
の
の
め
』

55
、

19
65

.1
）

め
』

54
、

19
64

.1
0）

・
編
集
部

「
前
号
合
評
」
（
二
日
市
安
、
花
田
春
兆
、
横
田
、
大

19
65

.4
青

い
芝
の
会
神
奈
川
県
連
合
会
、
結
成

仏
他
）
（『

し
の
の
め
』

54
）

・「
流
し
び
な
」
（『

し
の
の
め
』

56
、

19
65

.6
）

・
横
塚
光
逸

「
青
春
遍
歴
」
（『

し
の
の
め
』

56
、

19
65

.6
）

・
横
塚
光
逸

「
雪
解
道
」
（
俳
句
）
（『

し
の
の
め
』

56
）

19
65

.7
大

仏
、
「
マ
ハ

ラ
バ
村
」
の
名
称
提
案

・「
〝
国
際
身
障
者
デ
ー
〟

に
参
加
し
て
」
（『

同
窓
会
会
報
』

19
、

19
65

.6
）

・「
最
大
の
念
仏
者

キ
リ
ス
ト
」
（『

親
鸞
』

9、
19

66
.4
）

・「
ウ
ン
…
そ
う
だ
、
タ
ン
ニ
抄

だ
！
」（
『

親
鸞
』

10
、

19
67

.8
）

19
67

.1
2

（
」

評
盲

」
足

「
集

詩
修

尾
宮

「・
る

れ
離

を
村

バ
ラ

ハ
マ

、
田

橫
『
し
の
の
め
』

63
、

19
68

.7
）

・「
茨
城
の
郷
土
史
散
歩

か
ら
見
た
本
願
寺
の
成
立
」
（『

日
本
仏

19
69

.2
横

塚
、
マ
ハ
ラ
バ
村
を
離
れ
る

教
』

29
、

19
69

.1
）

19
69

.7
大

仏
、

矢
田

龍
司

傷
害

事
件

、
2

・
収

の
月

ヶ
「
オ
コ
ワ
の
小
豆
」
（『

し
の
の
め
』

65
、

19
69

.6
）

監
、
執
行
猶
予
付
懲
役

1
書

叢
め

の
の

し
、

所
行

発
め

の
の

し
（

』
芯

花
『・

決
判

の
年

9、
19

69
）

「
回
想
」
（『

青
い
芝
』

75
、

19
69

.1
2.

1）
「
ゴ
ロ
ゴ

ロ
さ
ま
」
（『

あ
ゆ
み
』

7、
19

69
.1

2.
31
）

「
雇
傭
促

進
懇
談
会
に
出
席
し
て
」
（『

あ
ゆ

み
』

7）
・「

老
い
た
父
に
」（

詩
、『

花
芯
』
よ
り
）（
『
同
窓
会
会
報
』

33
、

19
70

.2
）

・「
敗
軍
の
兵
」
（『

同
窓
会
会
報
』

33
、

19
70

.2
）

「
C

P
者

の
社
会
参
加
に
つ
い
て
」
（『

青
い
芝
』

77
、

19
70

.4
.1
）

19
70

.5
.2

9
横

浜
で
母
親
に
よ
る
障
害
児

殺
害
事
件

「
C

P
者

の
親
子
関
係
に
つ
い
て
」
（『

青
い
芝
』

79
、

19
70

.6
.1

0）
・「

メ
ー
デ
ー
会
場
に
て
」
（『

あ
ゆ
み
』

9、
19

70
.6

.1
2）

「
募
金
活

動
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
（『

あ
ゆ
み

』
9、

19
70

.6
.1

2）
・「

翔
る
矢
」
（
詩
）
（『

あ
ゆ

み
』

10
、

19
70

.8
.1

0）
「
差
別
以

前
の
何
か
が
あ
る
」
（『

あ
ゆ
み
』

10
、

19
70

.8
.1

0）
・「

奥
に
ひ
そ
む
も
の
」
（『

あ
ゆ
み
』

10
）

「
地
域
社

会
と
障
害
者
の
姿
勢
」（

国
立
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
更
友
会
編
『

道
程
』、

19
70

.9
.2

0）
「
重
症
児

殺
害
事
件
そ
の
後
」
（『

青
い
芝
』

80
、

19
70

.1
0.

15
）

「
キ
ャ
ン

プ
報
告
」
（『

青
い
芝
』

80
）

・「
わ
れ
ら
か
く
行
動
す
る
」
（『

あ
ゆ
み
』

11
、

19
70

.1
0.

25
）

「
話
し
合

い
を
終
わ
っ
て
」
（『

あ
ゆ
み
』

11
、

19
70

.1
0.

25
）

・「
70

年
代

小
考
」
（『

し
の
の
め
』

70
、

19
70

.1
2）

「
或
る
友

へ
の
手
紙
」
（『

あ
ゆ
み
』

11
）

19
71

.2
N

H
K
《

現
代

の
映

像
》

で
「

一
つ

の
CP

集
・
「

社
会

福
祉

は
治

安
維

持
の

道
具

か
」
『

朝
日

ジ
ャ

ー
ナ

ル
』

団
」
放
映

19
71

.2
.1

9
・

号
「
石
の
目
覚
め
」
（
詩
）
（『

あ
ゆ
み
』

12
、

19
71

.3
.1

0）
「

C
P
者

と
し
て
の
自
覚
―
―

'7
1
年

年
頭
に

あ
た
っ
て
」
（『

あ
ゆ
み
』

12
、

19
71

.3
.1

0）
19

71
《

さ
よ
う
な
ら

CP
》

の
制
作

「
我
々
の

手
で
小
さ
な
施
設
を
」
（『

あ
ゆ
み

』
12
）

・「
お
手
紙
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
（『

あ
ゆ
み
』

12
）

「
役
員
推

薦
を
辞
退
し
ま
す
」
（『

青
い
芝
』

83
、

19
71

.6
.1

2）
・「

夏
の
時
点
」
（
詩
）
（『

あ
ゆ
み
』

13
、

19
71

.8
.5
）

横
塚
宛
田

中
紘
子
書
簡
と
横
塚
の
返
信
（『

あ
ゆ
み
』

13
、

19
71

.8
.5
）

「
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て

―
―

施
設

問
題

へ
の

提
言
」
（『

青
い
芝
』
施
設
問
題
特
集
号
、

19
71

.8
）

・「
支
部
だ
よ
り
」
（『

青
い
芝
』

84
、

19
71

.1
0.

2）
「
障
害
者

と
労
働
」
（
東
大
自
主
講
座
「
医
学
原
論
」
報
告
草
稿
、

19
72

.3
）

「
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
」（
《
さ
よ
う
な

ら
C

P》
シ
ナ
リ
オ
、

19
72

.3
：
『

あ
ゆ

み
』
増

刊
号

、
19

72
.6

.1
0）

19
72

.4
大

阪
青

い
芝

の
会

結
成

、
青

い
芝

の
会

東
京

・
「
〝
唯
円
〟
に
つ
い
て

―
―
〝
横
曽
根
の
平
太
郎
だ
〟
と
い
う

「
CP

と
し

て
生

き
る
」
（
『

青
い

芝
』

87
、

19
72

.7
.2
、
［

19
72

.4
.2

3
川

崎
市

中
原
会

館
に

お
け

（
」

説
成

結
部

支
『

親
鸞
』

14
、

19
72

.4
）

る
〈
さ
よ
う

な
ら

CP
〉

上
映
会
で
の
講
演
草
稿
］
）

・「
〈
被
〉
か

ら
〈
行
〉
へ
―
―
存
在
の
逆
転
を

自
主
制
作
映

画
「
さ
よ
う
な
ら

C
P」

制
作
に
あ

た
っ
て
」
（『

同
窓
会
会
報
』

40
、

19
72

.4
）

・「
将
門
の

一
族
を
考
察
す
る
」
（『

歴
史
読
本
』

19
72

年
6
月

「
母
親
の

殺
意
に
こ
そ
―
―
重
症
児
殺
害
事
件
の
判
決
を
終

っ
て
」
（
『

あ
ゆ

み
』
増

刊
号

、
19

72
.6

.1
0）

19
72

.9
」

）
て

し
と

索
思

な
的

人
個

（
い

想
の

夜
い

暑
「・

）
号

成
結

会
合

連
総

会
の

芝
い

青
国

全
（

詩
）（
『
あ
ゆ

み
』

16
、

「
優
生
保

護
法
と
私
」
（『

あ
ゆ
み
』

16
、

19
72

.9
.2

0）
19

72
.1

1
青

い
芝
の
会
全
国
代

表
者
会
議
（
箱
根
）
で

19
72

.9
.2

0
・

）
『

C
P
と

し
て
生
き
る
』
（「

青
い
芝
」
神
奈
川

県
連
合
会
叢
書

N
o.

1、
19

72
：

複
製
版
＝
発
行
年

全
国
常
任
委
員
会
（

会
長
横
塚
、
副
会
長
磯
部
真
教
、

不
明
、
リ
ボ

ン
社
→
『
母
よ
！
殺
す
な
』
の
Ⅰ
に
該
当
）

山
口

豊
、

事
務

局
長

寺
田

純
一

、
会

計
若

林
克

彦
）

発
足

・「
差
別
そ
の
思
想
と
論
理

(1
)」
（『

あ
ゆ
み
』

17
、

19
73

.1
.1

.）
「

N
女
へ
の
返
信
」
（『

あ
ゆ
み
』

17
、

19
73

.1
.1
）

「
青
い
芝

再
出
発
に
あ
た
っ
て
」
（『

青
い
芝

』
89
、

19
73

.2
.1

6）
・「

基
調
報
告
」（

19
73

.4
.2

2、
『
あ
ゆ
み
』

19
付

録
、

19
73

.8
.1
に

再
録
）

・「
本
部
決
意
表
明

殺
さ

れ
る
、
立
場
か
ら

集
会
宣
言
」（

19
73

.4
.2

2、
『

あ
ゆ

み
』

19
付
録
、

・
寺

ノ
門

栄
『

偽
り

よ
死

ね
―

―
脳

性
マ

ヒ
者

の
愛

・「
「
障
害
者
」
に
と
っ
て
「
優
生
」
と
は
何

か
」
（『

看
護
』
、

19
73

.7
）

19
73

.8
.1
に

再
録
）

と
闘
い
の
記
録
』
（
参
玄
社
、

19
73

.6
）

・「
全
国
代
表
活
動
者
会
議

を
開
き
ま
す
」
（『

青
い
芝
』

91
、

19
73

.8
.2

1）
・「
『
優
生
保

護
法
改
正
案
』
は
廃
案
へ
―
厚
生

省
へ
の
抗
議
―
」
（『

青
い
芝
』

91
）

・「
〝
障
害
者
の
住
み
よ
い

街
づ
く
り
〟
に
つ
い
て
の
『

青
い
芝
の
会
』
の

見
解
」（
『
青
い

芝
』

91
）

・
要
約
文
責

横
塚
「
大
阪
青
い
芝
の
近
況
」
（『

青
い
芝
』

91
）



大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

六

変
更
は
ほ
ぼ
な
い
が
、「
五 

崩
壊
か
ら
の
出
発
」
中
に
引
用
さ
れ
る
大
仏
の
発
言
の
な
か

の
二
ヶ
所
に
註
が
付
さ
れ
、
記
名
は
な
い
が
大
仏
自
身
が
こ
れ
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
と
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

三
節
構
成
の
「
あ
る
障
害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
を
含
む
横
塚
の
『
母
よ
！
殺
す
な
』

初
版
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
七
五
年
二
月
、
ま
た
四
頁
の
「
大
仏
関
連
略
年
譜
」
に
も

あ
る
よ
う
に
、
事
務
局
長
の
寺
田
純
一
が
「
青
い
芝
の
会
」
の
執
行
部
を
退
く
の
が
同
年

の
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
七
八
年
七
月
の
横
塚
の
死
後
、
翌
年
の
四
月
に
は
11
『
解
放
理
論
研
究

会
テ
キ
ス
ト
』
が
「
茨
城
青
い
芝
の
会
」
か
ら
刊
行
さ
れ
、
一
二
月
に
は
『
解
放
理
論
研

究
会
テ
キ
ス
トN

o.2

』
が
「
解
放
理
論
研
究
会
」
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
前
者
は
無
記
名
、

後
者
は
風
乱
軒
主
人
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
大
仏
に
よ
る
文

章
で
あ
る
。

　

同
じ
く
一
九
七
九
年
一
二
月
刊
行
の
12
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
（
他
二
編
）』

に
は
、
大
仏
に
よ
る
註
記
を
除
い
た
10
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』
を
メ
イ
ン
に
、

「
他
二
編
」
と
し
て
、
無
記
名
な
が
ら
お
そ
ら
く
横
塚
の
遺
稿
「
社
会
科
学
と
し
て
の
労

働
」、
さ
ら
に
は
大
仏
に
よ
る
「
解
説
（
解
放
理
論
研
究
［
会
］
テ
キ
ス
ト
）」
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
後
者
は
『
解
放
理
論
研
究
会
テ
キ
ス
トN
o.2

』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
に
、
無
記
名
な
が
ら
お
そ
ら
く
大
仏
に
よ
る
「
序
文
（
人
は
我
々
を
ア
ナ
ー
キ
ス
ト

だ
と
云
う
）」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
12
の
奥
付
に
は
「
解
放
理
論
研
究
会
テ
キ
ス
ト
（
三

版
）」
と
記
さ
れ
、
発
行
元
は
「
解
放
理
論
研
究
会　

横
塚
り
ゑ
方
」
と
な
っ
て
い
る）

13
（

。

要
す
る
に
12
は
、
横
塚
の
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』（「
あ
る
障
害
者
運
動
の

目
指
す
も
の
」）
な
ら
び
に
未
発
表
の
遺
稿
に
、
大
仏
に
よ
る
『
解
放
理
論
研
究
会
テ
キ

ス
トN

o.2

』
を
「
解
説
」
と
し
て
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
横
塚
に
触
発
さ
れ
た
大
仏
が
、

さ
ら
に
そ
の
横
塚
の
若
す
ぎ
る
死
を
機
に
、
独
自
の
「
障
害
者
解
放
」
思
想
に
導
か
れ
た

こ
と
を
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
そ
の
も
の
が
物
語
っ
て
い
る
。

二
、
前
提
条
件
―
―
社
会
主
義
と
カ
ト
リ
ッ
ク

　

以
上
、
大
仏
の
宗
教
思
想
を
考
え
る
上
で
必
要
と
な
る
テ
ク
ス
ト
の
概
要
を
示
し
て
き

た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
前
提
条
件
と
し
て
、
社
会
主
義
な
ら
び
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
大

仏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

13
「
お
の
れ
の
地
獄
を
見
き
わ
め
よ
」
に
よ
る
と
、
大
仏
は
、
戦
時
中
に
治
安
維
持
法

違
反
で
二
度
も
逮
捕
さ
れ
た
父
晃
雄
―
―
寺
の
養
子
に
入
り
な
が
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

神
学
校
に
通
っ
て
救
世
軍
に
参
加
し
た
―
―
の
影
響
も
あ
っ
て
、
戦
後
間
も
な
く
、
十
代

後
半
で
社
会
党
に
入
党
し
、
農
民
運
動
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
戦
前
の
日
本
労
農
党
の
流

れ
を
汲
む
「
日
労
系
」
で
、
み
ず
か
ら
を
「
革
命
的
大
衆
主
義
的
発
想
」
の
「
ロ
マ
ン
チ

ス
ト
」（
二
：
五
五
）
と
称
す
る
。
要
は
心
情
的
な
社
会
主
義
者
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
が
、
冷
戦
下
の
社
会
主
義
対
資
本
主
義
の
図
式
に
凝
り
固
ま
っ
た
「
教
条
主
義
的
マ
ル

ク
ス
主
義
」
に
は
馴
染
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
典
型
的
な
現
わ
れ
が
六
〇
年
安
保
闘

争
の
と
き
で
、
国
会
デ
モ
に
参
加
し
な
が
ら
も
、
何
の
た
め
の
安
保
反
対
な
の
か
と
い
う

根
本
的
な
議
論
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
障
害

者
運
動
に
飛
び
込
ん
だ
、
と
大
仏
は
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
彼
の
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
は
、「「
差
別
す
る
者
」
と
「
差
別
さ
れ
る
者
」
の
闘
い
」（
二
：
五
七
）
に
あ
っ
た
。

要
す
る
に
社
会
主
義
者
で
あ
っ
て
も
「
差
別
す
る
者
」
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

す
る
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
柔
軟
な
立
場
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

今
ひ
と
つ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
19
「
大
仏
晃
雄

宛
書
簡
」
に
注
目
し
た
い
。
大
仏
は
十
代
の
末
に
、
父
晃
雄
に
反
発
し
て
願
成
寺
を
出
奔

し
、
別
府
の
姉
夫
婦
の
も
と
に
一
時
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
当
地
で
カ
ト
リ
ッ
ク
に
出
会

っ
て
修
道
院
に
入
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
19
は
、
そ
の
決
意
を
父
親
に
伝
え
る
た
め
の
書

簡
で
あ
り
、
一
九
四
九
年
の
お
そ
ら
く
七
月
、
大
仏
一
八
歳
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
於
け
る
堕
落
し
切
っ
た
宗
教

0

0

0

0

0

0

0

0

の
中
に
育
っ
た
僕
の
目
に
は
、
此
の
宗
教
は
正

に
廿
世
紀
の
奇
蹟

0

0

0

0

0

0

で
す
。［
中
略
］
若
い
僕
は
、
非
常
に
野
心
的
だ
っ
た
父
親
の
影

響
を
受
け
て
、
一
の
野
望
を
持
っ
て
居
た
。
一
大
宗
教
を
創
ろ
う
、
キ
リ
ス
ト
教
的

信
仰
に
仏
教
的
儀
式
を
加
え
て
社
会
を
救
お
う
、
救
え
な
く
て
も
後
世
に
名
を
残
し

て
遺
ろ
う
と
考
え
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
（
公
教
（
天
主
公
教
））
を
深
く
勉
強
し

て
来
た
ら
そ
う
い
う
気
持
ち
が
な
く
な
っ
た
。
基
督
教
的
信
仰
と
仏
教
的
儀
式
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

お
母
さ
ん
見
た
ろ
う
が
、
完
全
に
こ
こ
に
於
い
て
一
致
し
て
居
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
三
：
二
八
。

傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

　

冒
頭
の
「
堕
落
し
切
っ
た
宗
教
」
と
は
仏
教
の
こ
と
で
あ
り
、「
廿
世
紀
の
奇
跡
」
の



七

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

宗
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
切
支
丹
殉
教
の
地
長
崎
に
も
ほ
ど
近
い
九
州
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
あ
り
方
は
、
大
仏
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。「
基
督
教

的
信
仰
と
仏
教
的
儀
式
」
の
一
致
と
は
、
要
す
る
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
深
い
信
仰
と

活
発
な
社
会
的
実
践
と
の
結
合
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
大
仏
は
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者

の
「
熱
烈
な
信
仰
と
実
行
力
」（
同
頁
）
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
、「
新
教
（
メ
ソ
ヂ
ス
ト
、

パ
プ
テ
ス
ト
、
フ
レ
ン
ド
、
日
基
、
聖
公
会
、
救
世
軍
）
き
り
知
ら
な
い
人
は
可
哀
そ
う

だ
」（
同
頁
）
と
さ
え
述
べ
る
。
そ
の
上
で
「
遠
永
の
御
父
に
近
づ
こ
う
と
思
っ
て
居
る
」

（
三
：
二
九
）
と
記
す
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
の
一
九
四
九
年
八
月
一
五
日
、
大
仏
は
別

府
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
て
受
洗
す
る
。

　

も
と
よ
り
、
大
仏
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
こ
の
書
簡
以
外
、
彼
自
身
は
黙
し
て
語
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
実
を
窺
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
、「
ア
イ
ツ
と
オ
レ
は
信
仰
が
違
う
ん
だ
よ
な
ぁ
」
と
大
仏
が
つ
ぶ
や
い

て
い
た
と
い
う
、
熱
心
な
本
門
仏
立
宗
信
者
で
あ
っ
た
横
田
弘
の
証
言
（
橫
田
『
こ
ろ
び

草
』、
一
九
八
頁
）、
ま
た
大
仏
晩
年
の
17
「
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
冒
頭
の
「
た
ま
た
ま
商
売

が
坊
主
で
し
た
…
…
」（
三
：
二
二
）
と
い
う
発
言
か
ら
み
て
も
、
彼
の
信
仰
が
一
貫
し

て
仏
教
の
そ
れ
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
お
そ
ら
く
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
た
と
え
仏
教
信
者
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
橫
田
の
『
こ
ろ
び

草
』
を
見
て
も
、
横
塚
の
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』
を
見
て
も
、
大
仏
の
教
説

の
中
心
に
『
歎
異
抄
』
の
悪
人
正
機
説
が
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

こ
の
点
は
い
か
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
六
七
年
の
短
文
8
「
ウ
ン
…
そ
う
だ
、
タ
ン
ニ
抄
だ
！
」
の
記
述
（
一
：
一
九
）

か
ら
す
れ
ば
、
大
仏
と
『
歎
異
抄
』
と
の
出
会
い
は
、
東
京
が
ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
敗

戦
直
後
、
お
そ
ら
く
彼
が
「
堕
落
し
切
っ
た
」
仏
教
に
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
一
五
歳
か

一
六
歳
の
頃
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
の
13
「
お
の
れ
の
地
獄
を

見
き
わ
め
よ
」
で
は
、「
ぼ
く
は
、
よ
く
『
歎
異
抄
』
を
引
き
合
い
に
出
す
け
ど
、
そ
れ

だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
必
ず
し
も
親
鸞
主
義
者
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、『
歎
異
抄
』
が
よ

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
よ
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
」（
二
：

七
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
10
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』
の
註
1
に
は
、

「
青
い
芝
の
会
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
否
定
す
る
、
す
く
な
く
も
宗
教
に
よ
っ
て
問
題
が
解

決
す
る
と
云
う
の
な
ら
、
そ
の
様
な
宗
教
は
否
定
す
る
。
／
が
わ
れ
ら
は
、
そ
こ
か
ら
知

恵
を
学
び
人
間
を
理
解
す
る
武
器
を
借
り
た
の
だ
」（
二
：
四
一
）
と
い
う
文
言
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
大
仏
は
、
自
身
の
信
仰
の
問
題
と
は
ひ
と
ま
ず
切
り
離
し
て
、

「
障
害
者
解
放
」
に
向
け
て
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
、『
歎
異
抄
』
の
悪
人
正
機
説
か
ら
引
き
出
し

た
の
だ
、
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
、
自
覚
と
し
て
の
念
仏
と
「
隠
れ
た
る
神
」

　

そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
探
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
若
き

大
仏
の
処
女
作
、
1
『
聖
道　

念
仏
義
抄
文
』
を
手
が
か
り
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
よ
う
。

　

こ
の
謄
写
版
刷
り
の
小
冊
子
に
は
発
行
年
月
日
の
記
載
が
な
い
が
、
大
仏
が
放
浪
生
活

を
終
え
て
茨
城
の
願
成
寺
に
戻
っ
た
直
後
、
お
そ
ら
く
五
〇
年
代
半
ば
、
し
た
が
っ
て
大

仏
二
十
代
半
ば
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
表
紙
の
見
返
し
に
は
「
往
生
決
定　

南
無
あ
み
た

仏　

六
十
万
人
」
と
い
う
一
遍
の
賦
算
の
文
言
が
大
仏
の
自
筆
で
書
き
込
ま
れ
、
冒
頭
に

以
下
の
文
章
が
置
か
れ
て
い
る）

14
（

。

△
南
無
と
は　

頭
を
垂
れ
る
の
意
、
つ
ま
り
身
命
を
投
げ
出
し
て
、
そ
れ
に
帰
す
る

義
な
れ
ば
、〝
帰
命
〟
と
云
う
。

△
阿
弥
陀
と
は
、
か
ぎ
り
な
き
、
無
限
の
意
。

△
仏
と
は
、
正
に
目
覚
む
る
の
意
、
正
覚
と
云
う
。

　

故
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
訳
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
帰
命
無
限
正
覚

0

0

0

0

0

0

と
て　

真
言
な
り
。

 

（
一
：
五
）

　

通
常
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
「
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
す
る
」
を
意
味
す
る
が
、
大
仏

は
こ
れ
を
「
帰
命
無
限
正
覚
」
と
「
訳
す
」。「
阿
弥
陀
」
はA

m
itāyus

（
無
量
寿
）、

A
m

itābha

（
無
量
光
）
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
音
訳
で
あ
り
、am

ita

は
そ
も
そ

も
「
無
限
」
を
意
味
す
る
。
見
返
し
の
賦
算
の
書
込
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
仏
が
「
ア

ミ
タ
」
の
発
音
に
こ
だ
わ
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
仏
は
「
阿
弥
陀
」
と
「
仏
」

を
切
り
離
し
、
後
者
をsam

・bodhi

の
意
に
取
っ
て
「
正
覚
」
と
訳
す
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
彼
に
と
っ
て
念
仏
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
「
帰
命
無
限
正
覚
」（
限
り
な
く
目
覚
め
る



大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

八

こ
と
に
徹
す
る
）
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
念
仏
と
は
「
悪
人
の
道
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
死
ぬ
る
為
の
道
」、「
愚
か

な
る
道
」、「
貧
し
く
な
る
為
の
道
」、「
無
差
別
の
道
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
私
な
り
に
敷

衍
す
る
な
ら
ば
、
お
の
れ
の
罪
悪
に
悩
み
苦
し
む
者
の
み
が
念
仏
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

り
、
常
に
死
に
直
面
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
真
の
分
別
の
不
可
能
性
を

自
覚
し
、
迫
害
や
苦
難
を
も
従
容
と
し
て
受
け
入
れ
、「
人
間
本
来
無
一
物
」（
一
：
六
）

で
あ
る
―
―
し
た
が
っ
て
収
奪
も
慈
善
も
本
来
あ
り
え
な
い
―
―
こ
と
に
目
覚
め
、
さ
ら

に
は
こ
の
よ
う
に
「
限
り
な
く
お
の
れ
に
目
覚
む
る
こ
と
」
を
通
じ
て
「
善
悪
・
勝
敗
・

賢
愚
・
貧
富
な
ど
の
差
別
」（
同
頁
）
を
廃
し
、「
無
差
別
」「
自
他
平
等
」
を
旨
と
す
る

念
仏
衆
の
「
和
合
統
一
」
を
め
ざ
す
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
真
の

自
覚
に
達
し
た
「
念
仏
衆
」
に
よ
る
理
想
的
な
共
同
性
が
め
ざ
さ
れ
て
お
り
、
大
仏
の
宗

教
思
想
の
原
点
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

大
仏
は
、
お
そ
ら
く
『
歎
異
抄
』
に
依
拠
し
つ
つ
も
、「
信
」
の
対
象
と
し
て
の
「
阿

弥
陀
如
来
」
を
排
除
し
た
上
で
、
徹
底
し
て
「
限
り
な
く
自
己
に
目
覚
め
る
」
営
為
と
し

て
「
念
仏
」
を
読
み
解
く
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を
基
盤
と
す
る
大
仏
に
と
っ

て
「
阿
弥
陀
如
来
」
の
排
除
は
当
然
の
前
提
と
な
ろ
う
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
の

大
仏
の
立
論
に
は
あ
ら
ゆ
る
「
信
」
の
対
象
が
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
独
自
の
解
釈

と
は
言
え
「
念
仏
」
を
援
用
す
る
か
ぎ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
神
」
を
前
面
に
出
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
い
き
お
い
、
大
仏
に
と
っ
て
の
「
信
」
の
対
象
は
「
隠
れ
た
る
神
」）
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に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
謄
写
版
刷
り
の
こ
の
小
冊
子
の
作
成
は
お
そ
ら
く
、
大

仏
が
願
成
寺
に
戻
る
上
で
、
僧
侶
と
し
て
の
立
場
と
自
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
と
の
折

り
合
い
を
つ
け
る
作
業
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
、
叫
び
と
し
て
の
念
仏
と
「
絶
対
者
」

　

次
に
は
一
九
六
二
年
の
3
「
安
楽
死
賛
成
論
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
話
題

を
呼
ん
だ
『
し
の
の
め
』
四
七
の
安
楽
死
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
脳
性
マ

ヒ
当
事
者
で
後
に
「
閑
居
山
コ
ロ
ニ
ー
」
に
も
参
加
す
る
折
本
昭
子
と
の
往
復
書
簡
の
体

裁
を
取
っ
て
い
る
。
大
仏
自
身
、
署
名
に
た
び
た
び
「
狂
阿
弥
」）
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の
号
を
用
い
て
い
る
こ

と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
過
激
な
表
現
と
晦
渋
な
理
路
な
が
ら
、
安
楽
死
の
是
非
を
越

え
、
大
仏
の
宗
教
観
や
現
代
文
明
批
判
に
ま
で
議
論
は
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
難
解
な
議

論
を
私
な
り
に
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
業
縁
」
あ
る
い
は
「
宿
業
」
に
よ
る
宿
命
論
に
立
つ
大
仏
は
、「
お
の
れ
自
身
み
ず
か

ら
の
判
断
が
つ
か
ず
、
お
の
れ
の
行
為
の
責
任
を
、
お
の
れ
自
身
す
ら
負
え
は
し
な
い
、

そ
れ
が
人
間
だ
」（
一
：
九
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
個
人
の
意
志
決
定
、
そ
れ
に
伴
う
責

任
の
所
在
を
認
め
な
い
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
責
任
を
引
き
受
け
る
べ
き
存
在
と
し
て

「
絶
対
者
」（「
絶
対
他
」）

17
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）
が
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

得
て
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、「
強
く
正
し
く
生
き
抜
い
て
み
ず
か
ら
責
任
を
取
る
」
生
き

方
が
望
ま
し
い
と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
幻
想
で
あ
っ
て
、
大
仏
は
こ
の
思
い
な
し
に

「
現
代
文
明
の
致
命
的
欠
陥
」（
一
：
一
〇
）
を
見
い
だ
す
。
自
立
し
た
個
人
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
と
す
る
現
代
社
会
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
諸
個
人
を
分
断
し
て
「
意
識
の
過
剰
な
緊

張
」（
同
頁
）
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
殺
や
安
楽
死
、
さ
ら
に
は
「
精
神

異
常
」
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
ら
の
行
為
や
様
態
自
体
が
現
代
社
会
へ
の
批
判
と
み
な
し
う

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
絶
対
者
」
に
苦
悩
を
ぶ
つ
け
る
「
絶
叫
」
で
も
あ
る

と
、
大
仏
は
と
ら
え
る
。

　

彼
は
み
ず
か
ら
の
挫
折
体
験
か
ら
、
人
間
は
自
立
し
た
強
い
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
痛

感
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
絶
望
の
果
て
に
、「
絶
対
者
」
に
対
し
て
ほ
と
ば
し
る
叫
び
、

「
た
ゞ
叫
ぶ
だ
け
の
只
菅
絶
叫
」（
一
：
一
二
）
に
辿
り
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
絶
対
他
に
向
っ
て
一
切
の
責
任
を
投
げ
帰（

マ
マ
）え

す
」（
同
頁
）
行
為
な
の
で
あ
り
、
大
仏
は

こ
れ
を
「
絶
対
者
を
十
字
架
に
は
り
つ
け
る
」（
一
：
九
）
と
も
表
現
す
る
。
も
と
よ
り

そ
こ
に
は
、
十
字
架
上
の
贖
罪
の
イ
エ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
個
別
に
分
断
さ
れ
た
独
り
独
り
の
苦
悩
を
「
絶
対
者
」
に
ぶ
つ
け
る
―
―
要
は
各
々

の
苦
悩
を
声
に
出
し
て
叫
ぶ
―
―
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
苦
悩
は
相
互
に
周
知
さ
れ
共
有

さ
れ
て
、「
人
間
共
通
の
場
を
回
復
」（
同
頁
）
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。

　

そ
の
上
で
大
仏
は
、「
正
義
と
云
う
も
の
は
絶
対
他
の
領
域
で
す
」（
一
：
一
〇
）
と
述

べ
、
価
値
判
断
を
「
絶
対
者
」
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
の
正
義
や
価
値
を

相
対
化
す
る
。「
一
定
の
価
値
を
、
絶
対
の
正
義
を
固
定
化
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」（
一
：

一
一
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
の
生
き
方
に
は
固
定
さ
れ
た
明
確
な

指
針
を
見
出
す
こ
と
な
ど
で
き
ず
、「
一
所
不
定）
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・
行
雲
流
水
」
の
「
た
ゞ
只
菅
に
生
き

る
！
」（
同
頁
）
生
き
方
が
推
奨
さ
れ
、
ま
た
「
自
然
法
尓
」（
一
：
一
〇
）
と
し
て
、
す



九

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

べ
て
の
は
か
ら
い
を
捨
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
身
を
委
ね
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、「
現
代
文
明
の
致
命
的
欠
陥
」
が
も
た
ら
す
「
意
識
の
過
剰
な
緊
張
」
も

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
「
弱
く
意
気
地
の
な
い
出
来
損
な
い
で
結
構
じ
ゃ

な
い
で
す
か
！
」（
同
頁
）「
意
気
地
な
く
、
よ
こ
し
ま
な
生
き
損
な
い
で
結
構
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」（
同
頁
）
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」）
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が
提
示
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
お
そ
ら
く
「
絶
対
者
」
に
対
す
る
「
只
菅
絶
叫
」
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
「
サ

ア
、
叫
び
ま
し
ょ
う　

南
無
阿
弥
陀
仏
！
」（
一
：
一
二
）
と
唐
突
に
称
え
ら
れ
て
往
復

書
簡
は
終
わ
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
探
索
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
が
、
実
は
こ
の
「
安
楽
死
賛
成
論
」
の
異
様
な
晦
渋
さ）
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―
―
拙
稿
「
障
害
者
自

立
思
想
の
一
源
流
」
執
筆
時
に
直
面
し
た
―
―
だ
っ
た
の
だ
が
、
今
に
な
っ
て
み
て
も
、

大
仏
の
真
意
を
掴
み
切
れ
た
と
言
い
切
る
自
信
は
私
に
は
な
い
。

　

た
だ
、
ま
ず
も
っ
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
絶
対
者
」
の
登
場
で
あ
ろ
う
。
1
『
聖

道　

念
仏
義
抄
文
』
の
「
隠
れ
た
る
神
」
が
、「
安
楽
死
賛
成
論
」
で
は
「
絶
対
者
」
と

し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
神
」

と
し
て
明
示
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
す
べ
て
の
責
任
を
引
き
受
け
る
存
在
、
人

間
が
苦
悩
を
ぶ
つ
け
叫
び
を
浴
び
せ
か
け
る
相
手
で
あ
り
、
価
値
判
断
の
真
の
担
い
手
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
「
信
」
の
対
象
と
は
言
い
が
た
い
。
大
仏
の
「
絶
対
者
（
絶

対
他
）」
は
、
人
間
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
「
神
」
な
の
で
は
な
く
、
ま
た
逆

に
人
間
の
側
か
ら
直
接
働
き
か
け
て
そ
の
意
志
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
存
在
で
も
な

い
。「
絶
対
他
の
領
域
」（
一
：
一
〇
、一
一
）
は
人
間
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、「
絶
対
者
」
と
し
て
措
定
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
の
内
面
を
決
し
て
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
は
や
は
り
「
隠
れ
た
る
神
」
で
あ
る

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
い
か
に
「
隠
れ
た
る
神
」
で
は
あ
っ
て
も
「
絶
対
者
」
が
措
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
苦
悩
を
ぶ
ち
ま
け
、
ひ
た
す
ら
叫
ぶ
こ
と
の
で
き
る
対
象

が
顕
わ
と
な
り
、
ま
た
、
真
の
価
値
判
断
を
「
絶
対
他
の
領
域
」
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
現
世
の
価
値
を
相
対
化
す
る
支
点
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
見
た
よ
う

に
、
こ
の
3
「
安
楽
死
肯
定
論
」
で
は
、
自
立
し
た
個
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
す
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
「
意
識
の
過
剰
な
緊
張
」
を
も
た
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
を
引
き
起
こ
す

と
い
う
「
現
代
文
明
の
致
命
的
欠
陥
」
へ
の
批
判
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
そ

の
よ
う
な
い
わ
ば
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
れ
以
降
影
を
潜
め
、
大
仏
は
む
し
ろ
価
値
の

相
対
化
を
基
軸
と
す
る
、
い
わ
ば
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る）
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。

　

そ
し
て
、「
安
楽
死
賛
成
論
」
の
末
尾
で
示
唆
さ
れ
た
絶
叫
と
し
て
の
念
仏
と
い
う
発

想
は
、
一
九
六
四
年
の
「
閑
居
山
コ
ロ
ニ
ー
」
創
設
を
挟
ん
だ
一
九
六
六
年
の
「
最
大
の

念
仏
者　

キ
リ
ス
ト
」
の
な
か
で
、
い
っ
そ
う
明
確
な
形
を
取
っ
て
現
わ
れ
る
。

エ
リ　

エ
リ　

ラ
マ　

サ
バ
ク
タ
ニ
（
神
よ
神
よ
、
何
故
わ
れ
を
見
棄
て
給
ま
い
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

や0

） 

―
―
マ
テ
オ
27
の
46
―
―

　

こ
れ
は
、
人
間
最
期
の
言
葉
だ
。

　
［
中
略
］
信
じ
よ
う
と
し
て
信
じ
切
れ
ず
、
疑
惑
と
絶
望
の
断
末
魔
の
状
況
は
さ

ら
に
激
し
く
迫
っ
て
来
る
。［
中
略
］
そ
れ
で
私
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
最
期
の
言
葉

こ
そ
真
の
念
仏
だ
！
…
…
と
云
う
。

　

私
に
は
、
私
の
力
で
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も
、
そ
こ
に
残
る
の
は
み
じ
め
な
敗
北

と
挫
折
で
あ
り
、
絶
望
と
憎
悪
で
し
か
な
か
っ
た
。［
中
略
］

　

だ
か
ら
私
は
完
全
に
挫
折
し

0

0

0

0

0

0

、
お
の
れ
に
絶
望
し
て
真
に
自
己
放
棄

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
時
、
つ

ま
り
絶
対
者
に
対
し
て
「
何
故
！
お
れ
を
見
棄
て
た
の
だ
」
と
迫
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
詰
め
よ
り

0

0

0

0

、

絶
対
者
に
対
し
て
絶
叫
す
る
時

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
そ
れ
が
念
仏
な
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。

（
一
：
一
八
）

　

十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
の
最
後
の
叫
び
「
神
よ
神
よ
、
何
故
わ
れ
を
見
棄
て
給

い
し
や
」
こ
そ
が
真
の
念
仏
で
あ
る
、
と
大
仏
は
述
べ
る
。
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
を
「
最

大
の
念
仏
者
」
と
み
な
す
発
想
そ
の
も
の
が
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
既
成
宗
教

の
枠
組
み
を
も
は
や
超
越
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
で
あ
れ
誰
で
あ

れ
、「
完
全
に
挫
折
し
、
お
の
れ
に
絶
望
し
て
真
に
自
己
放
棄
」
し
、「
絶
対
者
に
対
し
て

「
何
故
！
お
れ
を
見
棄
て
た
の
だ
」
と
迫
り
、
詰
め
よ
り
、
絶
対
者
に
対
し
て
絶
叫
す
る
」、

そ
れ
が
念
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
絶
望
の
果
て
の
ど
ん
底
の
苦
悩
を
力
の

か
ぎ
り
ぶ
ち
ま
け
る
、
い
わ
ば
「
魂
の
叫
び
」
を
上
げ
る
と
き
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
の
は
「
絶
対
者
」
し
か
い
な
い
、
と
大
仏
は
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。



大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

一
〇

　

ち
な
み
に
横
田
弘
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
閑
居
山
コ
ロ
ニ
ー
」
を
「
マ
ハ
ラ
バ
（
大
い

な
る
叫
び
）
村
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
大
仏
が
提
案
し
た
の
は
、
一
九
六
五
年
七
月
頃
と
さ
れ

る
（
横
田
弘
『
こ
ろ
び
草
』、
八
四
頁
以
下
）。
と
す
る
な
ら
ば
、
翌
年
の
四
月
に
発
表
さ

れ
た
こ
の
「
最
大
の
念
仏
者　

キ
リ
ス
ト
」
は
ま
さ
に
、
マ
ハ
ラ
バ
村
と
い
う
新
た
な
名

称
成
立
の
背
景
を
物
語
る
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
、「
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
」
と
し
て
の
宗
教

　

こ
う
し
て
、
大
仏
に
と
っ
て
の
念
仏
に
は
、「
限
り
な
く
お
の
れ
に
目
覚
め
る
」
と
い

う
含
意
を
前
提
と
し
つ
つ
、「
絶
対
者
」
に
向
け
た
叫
び
と
い
う
二
重
の
意
味
づ
け
を
も

つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
7
「
最
大
の
念
仏
者　

キ
リ
ス
ト
」
に
は
、
も
う
一
点
、

重
要
な
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
宗
教
と
云
う
も
の
が
決
し
て
問
題
の
解
決
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と

覚
悟
し
て
い
る
。
宗
教
は
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
問
題
を
、

苦
悩
を
、
絶
対
と
云
う
な
に
も
の
か
に
提
起
し
て
投
げ
か
え
す
！
［
中
略
］
信
心
に

よ
っ
て
苦
悩
が
解
決
し
た
、
宗
教
に
よ
っ
て
安
心
を
得
た
な
ど
と
云
う
こ
と
は
、
と

ん
で
も
な
い
間
違
い
だ
と
思
う
。

　

安
心
と
云
う
も
の
は
、
絶
対
の
他
者
が
さ
せ
て
呉
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
お
の
れ
が

す
る
も
の
で
は
な
い
！　

と
思
う
。

　

私
に
で
き
る
こ
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
絶
望
の
絶
叫
だ
け
で
し
か
あ
り
得
な
い
筈
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
一
：

一
八
）

　
「
絶
対
の
他
者
」
は
、
人
間
の
働
き
か
け
に
対
し
て
直
接
応
え
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
「
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み
」
的
な
、
い
わ
ば
呪
術
的
な
関
わ
り
を
、
大
仏

は
き
っ
ぱ
り
と
拒
絶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
親
鸞
の
絶
対
他
力
に
も
通
じ

る
あ
る
種
の
近
代
主
義
的
な
宗
教
理
解
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、
こ
う
し
て
「
絶
対
者
」
す

な
わ
ち
「
隠
れ
た
る
神
」
に
向
け
ら
れ
た
叫
び
は
、
大
仏
に
あ
っ
て
は
結
果
を
顧
慮
し
な

い
「
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
」
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
絶
対
者
」
へ
の
叫
び
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
「
絶
対
者
」
を
動
か
し
て
何
ら
か
の
帰
結
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り

え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
絶
望
の
絶
叫
だ
け
で
し
か
あ
り
え
な
い

筈
だ
」
と
、
大
仏
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
」
と
し
て
の
宗
教
と
い
う
発
想
は
、
10
『
Ｃ
Ｐ
解

放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
』（
一
九
七
五
年
？
）
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
論
の
「
一
、
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
」
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
横
塚
の
論
文
「
あ
る
障
害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
の
改
訂
版
で
あ
っ
た
。
大
仏

が
二
つ
の
註
を
付
け
て
い
る
箇
所
の
原
文
を
ま
ず
は
引
用
す
る
。

人
は
誰
で
も
罪
深
い
も
の
で
あ
る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。
い
や
、
迷
惑
を
か
け
罪
を
犯
さ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
の
が
人
間
で
あ

る
。
そ
れ
を
償
お
う
と
す
れ
ば
ま
た
一
つ
二
つ
と
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
罪
深
い
自
分
に
気
が
つ
い
た
時
に
『
助
け
て
く
れ
』
と
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
ろ
う
。
そ
の
叫
び
を
親
鸞
は
念
仏
と
い
っ
た
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ1

註

し
て
念
仏
を
叫
ば
な
け
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

ば
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
、
必
ず
阿
弥
陀
様
が
救
っ
て
下
さ
る
と
い
う
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
障2

註

害

者
は
被
差
別
者
で
あ
り
、
す
ぐ
に
被
害
者
づ
ら
を
す
る
が
、
同
時
に
自
分
が
加
害
者

で
も
あ
る
こ
と
に
は
少
し
も
気
づ
こ
う
と
は
し
な
い
。
つ
ま
り
、
皆
も
っ
と
自
己
を

凝
視
し
、
そ
こ
か
ら
自
己
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
。（
二
：
三
九
）

　

こ
れ
は
、「
五 

崩
壊
か
ら
の
出
発
」
の
な
か
で
、
横
塚
が
大
仏
の
発
言
と
し
て
総
括
し

て
い
る
部
分
で
あ
り
、
す
で
に
見
た
「
叫
び
と
し
て
の
念
仏
」
の
発
想
が
明
確
に
描
き
出

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
阿
弥
陀
様
が
救
っ
て
下
さ
る
」
と
い
う
横
塚
に
よ
る
表
現
を
、

大
仏
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
付
さ
れ
た
註
1
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

註
1
こ
の
文
意
は
「
念
仏
イ
コ
ー
ル
救
い
」
な
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
云
う
こ
と
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。［
中

略
］

　

宗
教
は
断
固
と
し
て
問
題
解
決
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
宗
教
に
よ
っ
て
救
わ
れ

る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。［
中
略
］

　

宗
教
は
あ
く
ま
で
も
問
題
の
提
起
、
た
え
ざ
る
訴
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
い
の
り

0

0

0

・
提
訴

0

0

で
あ
っ

て
、
決
し
て
解
決
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

解
決
は
絶
対
な
る
他
者
（
あ
な
た
）
の
や
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
わ
れ
ら
は
斗
う
だ
け
、
勝



一
一

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

つ
か
敗
け
る
か
、
そ
れ
は
問
わ
な
い
、
そ
れ
は
〝
あ
な
た
〟
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
。

（
二
：
四
〇
）

　

こ
こ
で
大
仏
は
、
お
そ
ら
く
意
図
的
に
「
阿
弥
陀
様
」
に
は
言
及
せ
ず）

22
（

、
念
仏
の
結
果

救
い
（
問
題
解
決
）
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
そ
の
発
想
を
否
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、「
宗
教
は
あ
く
ま
で
も
問
題
の
提
起
、
た
え
ざ
る
訴
え
・
い
の
り
・
提
訴
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
問
題
解
決
は
「
絶
対
な
る
他
者
（
あ
な
た
）」
に
委
ね
ら
れ
、

人
間
が
な
す
べ
き
こ
と
は
「
斗
う
」
こ
と
、
要
す
る
に
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
の
み
で
あ
る

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
仏
は
、
宗
教
を
、
不
断
に
現
実
を
問
い
返
す
原
動
力
と
し
て
と

ら
え
て
い
た
の
だ
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

一
九
七
五
年
一
〇
月
発
表
の
13
「
お
の
れ
の
地
獄
を
見
き
わ
め
よ
」
に
付
属
す
る
資
料

Ⅱ
は
、
橫
田
の
『
こ
ろ
び
草
』
に
大
仏
が
寄
せ
た
「
序
文
」
で
あ
る
が
、
八
月
に
出
版
さ

れ
た
原
文
に
か
な
り
手
を
加
え
て
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、「
マ
ハ
ラ
バ
理
論
」
を
大
仏
自

身
が
簡
潔
に
ま
と
め
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
引
用
し
て
み
る
。

《
決
意
＝
Ｃ
Ｐ
者
と
し
て
の
自
覚
、
行
動
＝
Ｃ
Ｐ
者
と
し
て
の
抗
議
・
主
張
・
糾
弾
、

拒
否
＝
健
全
者
の
愛
と
正
義
の
拒
否
、
お
の
れ
の
愛
と
正
義
の
否
定
、
放
棄
＝
合
理

的
・
科
学
的
と
い
わ
れ
る
妥
協
の
放
棄

　

自
か
ら
生
き
る
た
め
の
業
と
し
て
「
青
い
芝
」
を
組
織
し
、
解
放
区
を
試
み
な
が

ら
組
織
と
権
力
を
絶
対
的
に
否
定
し
自
己
の
存
在
も
矛
盾
（
無
常
））

23
（

と
し
て
の
み
肯

定
す
る
理
論
で
あ
り
、
健
全
者
社
会
を
徹
底
拒
否
し
、
政
治
を
拒
否
・
糾
弾
の
直
接

行
動
こ
そ
念
仏
（
さ
け
び
）
と
す
る
思
想
》（
二
：
七
五
以
下
）

　

前
半
の
「
決
意
」「
行
動
」「
拒
否
」「
放
棄
」
の
項
目
は
、
橫
田
に
よ
る
「
わ
れ
ら
か

く
行
動
す
る
」（「
青
い
芝
」
の
行
動
綱
領
。
註
（
3
）
を
参
照
の
こ
と
）
を
言
い
換
え
た

も
の
で
あ
り）

24
（

、
大
仏
が
こ
れ
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
の
か
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
大
仏
は
、
横
田
に
よ
る
行
動
綱
領
を
、
マ
ハ
ラ
バ
村
で
の
思
想
運
動
の
一
つ
の
総

括
と
し
て
認
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
末
尾
の
「
直
接
行
動
こ
そ
念
仏

（
さ
け
び
）
と
す
る
思
想
」
と
い
う
表
現
も
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
大
仏
の
宗
教
思
想
の

帰
結
と
し
て
首
肯
で
き
る
。

　

し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
行
動
綱
領
自
体
の
「
わ
れ
ら
は
自
ら
が
Ｃ
Ｐ
者
で

あ
る
事
を
自
覚
す
る
」
と
「
わ
れ
ら
は
強
烈
な
自
己
主
張
を
行
な
う
」
は
、
ま
さ
に
大
仏

に
よ
る
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏
の
直
接
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
限
り
な
く
お
の
れ
に
目
覚
め
る
こ
と
に
徹
す
る
」
と
同
時
に
「
絶
対
者
」
に
向
け

て
み
ず
か
ら
の
苦
悩
を
ひ
た
す
ら
叫
ぶ
こ
と
、
そ
れ
が
「
Ｃ
Ｐ
者
と
し
て
の
自
覚
」「
Ｃ

Ｐ
者
と
し
て
の
抗
議
・
主
張
・
糾
弾
」
と
い
う
形
で
定
式
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ま
た
「
わ
れ
ら
は
問
題
解
決
の
路
を
選
ば
な
い
」
も
、
そ
の
説
明
の
な
か
に
見
ら
れ

る
「
次
々
と
問
題
提
起
を
行
な
う
」
と
い
う
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
大
仏
の
「
絶
え
ざ
る
問

題
提
起
」
と
し
て
の
宗
教
と
い
う
発
想
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

25
（

。

　

以
上
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
形
で
、
そ
の
宗
教
思
想
の
基

本
的
性
格
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏
を
基
調
と
し
、
絶
え
ざ
る
問
題
提
起
を
追
求

す
る
―
―
を
具
体
的
に
素
描
し
、「
青
い
芝
」
の
行
動
綱
領
の
思
想
が
そ
の
延
長
線
上
に

位
置
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

　

も
と
よ
り
障
害
当
事
者
の
運
動
を
支
え
、
こ
れ
を
い
わ
ば
象
徴
し
て
き
た
「
青
い
芝
」

の
行
動
綱
領
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
つ
の
源
流
と
し
て
、
大
仏
空
の
独
自
の
宗
教
思
想
を
想
定
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
の
か
、
こ
れ
ま
で
誰
も
試
み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
作
業

を
、
大
仏
の
テ
ク
ス
ト
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
遂
行
し
て
み
た

の
で
あ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
こ
の
作
業
は
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
。
残
さ
れ
た
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
な
か
で
も
自
己
相
対
化
の
視
点
―
―
小
論
で
も
そ
の
端
緒
に
触
れ
て
は
い
る
が
―
―

は
、
大
仏
に
と
っ
て
も
、「
青
い
芝
」
と
り
わ
け
横
塚
に
と
っ
て
も
、「
障
害
者
解
放
」
を

考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
大
仏
の
晩
年
に
至
る
思
想
展
開
に

お
い
て
、
悪
人
正
機
説
や
毛
沢
東
理
論
も
包
摂
す
る
形
で
、
東
洋
的
な
弁
証
法
の
系
譜
を

た
ど
り
な
が
ら
、
独
自
の
形
で
こ
の
自
己
相
対
化
の
視
点
が
深
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
そ
の
解
明
を
ひ
と
ま
ず
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



大
仏
空
の
宗
教
思
想
と
「
青
い
芝
」
―
―
自
覚
と
叫
び
と
し
て
の
念
仏

一
二

註（
1
） 
杉
本
章
『［
増
補
改
訂
版
］
障
害
者
は
ど
う
生
き
て
き
た
か
―
―
戦
前
・
戦
後
障
害
者
運
動

史
』（
現
代
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
七
八
頁
以
下
。

（
2
） 

杉
野
昭
博
『
障
害
学
―
―
理
論
形
成
と
射
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、

二
二
一
頁
。

（
3
） 

当
時
、『
あ
ゆ
み
』
の
編
集
人
で
あ
っ
た
橫
田
が
起
草
し
た
も
の
。
一
般
に
は
「
青
い
芝
」

の
行
動
綱
領
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
「
青
い
芝
」
関
連
の
文
章
で
頻
繁
に
引
用
さ
れ

る
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
表
記
に
は
微
妙
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
七
〇
年

の
初
出
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
。

 

　

わ
れ
ら
か
く
行
動
す
る

 

　

一
、
わ
れ
ら
は
自
ら
が
Ｃ
Ｐ
者
で
あ
る
事
を
自
覚
す
る（

マ
マ
）。

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
は
、
現
代
社
会
に
あ
っ
て
「
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
と
さ
れ
つ
つ

あ
る
自
ら
の
位
置
を
認
識
し
、
そ
こ
に
一
切
の
運
動
の
原
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
信
じ
、
且
、
行
動
す
る
。

 

　

一
、
わ
れ
ら
は
強
烈
な
自
己
主
張
を
行
な
う

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
が
Ｃ
Ｐ
者
で
あ
る
事
を
自
覚
し
た
と
き
、
そ
こ
に
起
る
の
は
自
ら
を
守
ろ
う

と
す
る
意
志
で
あ
る
。

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
は
強
烈
な
自
己
主
張
こ
そ
そ
れ
を
成
し
う
る
唯
一
の
路
で
あ
る
と
信
じ
、
且
、

行
動
す
る
。

 

　

一
、
わ
れ
ら
は
愛
と
正
義
を
否
定
す
る

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
は
愛
と
正
義
の
持
つ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
鋭
く
告
発
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
事
に

よ
っ
て
生
じ
る
人
間
凝
視
に
伴
う
相
互
理
解
こ
そ
真
の
福
祉
で
あ
る
と
信
じ
、
且
、

行
動
す
る
。

 

　

一
、
わ
れ
ら
は
問
題
解
決
の
路
を
選
ば
な
い

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
は
安
易
に
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
い
か
に
危
険
な
妥
協
へ
の

出
発
で
あ
る
か
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
き
た
。

 

　
　
　

 

わ
れ
ら
は
、
次
々
と
問
題
提
起
を
行
な
う
こ
と
の
み
我
等
の
行
い
う
る
運
動
で
あ
る

と
信
じ
、
且
、
行
動
す
る
。

（
4
） 

た
と
え
ば
、
横
塚
晃
一
『
母
よ
！
殺
す
な
』（
す
ず
さ
わ
書
店
、
一
九
七
五
年
）
の
「
あ
と

が
き
」（
二
〇
〇
七
年
の
生
活
書
院
版
で
は
、
二
四
六
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
橫
田
の
場
合
、

「
マ
ハ
ラ
バ
村
」
で
の
生
活
を
赤
裸
々
に
綴
っ
た
『
こ
ろ
び
草
―
―
脳
性
麻
痺
者
の
あ
る
共
同

生
活
の
生
成
と
崩
壊
』（
自
立
社
、
一
九
七
五
年
）
は
、
ま
さ
に
そ
の
全
編
が
、
ア
ン
ビ
ヴ
ァ

レ
ン
ト
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
へ
の
大
仏
の
影
響
を
語
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

（
5
） 

管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、
大
仏
の
思
想
の
内
実
に
つ
い
て
少
し
で
も
言
及
し
た
研
究
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
荒
川
章
二
／
鈴
木
雅
子
「1970

年
代
告
発
型
障
害
者
運
動
の
展

開
―
―
日
本
脳
性
マ
ヒ
者
協
会
「
青
い
芝
の
会
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』
四
七
、一
九
九
六
年
）、
副
田
義
也
「
障
害
児
殺
し
と
減

刑
反
対
運
動
」（
同
『
福
祉
社
会
学
宣
言
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
頼
尊
恒
信
『
真
宗

学
と
障
害
学
―
―
障
害
と
自
立
を
と
ら
え
る
新
た
な
視
座
の
構
築
の
た
め
に
』（
生
活
書
院
、

二
〇
一
五
年
）。

 

　

荒
川
／
鈴
木
の
論
考
は
、
横
田
『
こ
ろ
び
草
』
と
「
お
の
れ
の
地
獄
を
見
き
わ
め
よ
」
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
さ
ら
に
は
横
塚
「
あ
る
障
害
者
運
動
の
目
指
す
も
の
」
に
よ
り
な
が
ら
、

大
仏
の
二
元
論
的
世
界
観
が
「
青
い
芝
」
の
障
害
者
対
健
全
者
の
対
立
図
式
を
も
た
ら
し
た

と
指
摘
す
る
。
副
田
は
、『
こ
ろ
び
草
』
に
大
仏
が
寄
せ
た
「
序
文
」
と
「
お
の
れ
の
地
獄
を

見
き
わ
め
よ
」
に
も
っ
ぱ
ら
依
拠
し
な
が
ら
、
悪
人
正
機
説
と
毛
沢
東
理
論
の
影
響
を
強
調

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
ご
く
限
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
一
面
的
な
理
解
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
頼
尊
は
、
よ
り
広
範
な
資
料
、
た
と
え
ば
『
解
放
理
論
研
究
会

テ
キ
ス
ト
』（
後
述
）
等
も
援
用
し
な
が
ら
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ

は
、
阿
弥
陀
如
来
へ
の
信
仰
を
前
提
と
し
て
親
鸞
の
思
想
を
絶
対
視
す
る
真
宗
教
学
の
立
場

か
ら
の
研
究
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
真
宗
門
徒
で
は
な
い
大
仏
・
横
田
・
横
塚
の
宗
教
思
想

研
究
と
し
て
は
、
説
得
力
の
あ
る
議
論
と
は
言
い
が
た
い
。

 

　

当
事
者
の
証
言
と
し
て
は
、
若
林
克
彦
『
軌
跡　

青
い
芝
の
会
―
―
あ
る
脳
性
マ
ヒ
者
運

動
の
あ
ゆ
み
』（
私
家
版
、
一
九
八
六
年
）、
折
本
昭
子
『
か
た
り
べ
』（
私
家
版
、
一
九
八
九
年
）

が
あ
る
。
ま
た
、
晩
年
の
大
仏
に
も
取
材
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
岡
村
青
に
よ
る
『
脳

性
マ
ヒ
者
と
生
き
る
―
―
大
仏
空
の
生
涯
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
）
も
あ
る
が
、
そ
の

記
述
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
、
大
仏
の
宗
教
思
想
の
理
解
も
き
わ
め
て
浅
薄
で
あ
る
。

（
6
） 

た
と
え
ば
、
荒
井
裕
樹
『
障
害
と
文
学
―
―
「
し
の
の
め
」
か
ら
「
青
い
芝
の
会
」
へ
』

（
現
代
書
館
、
二
〇
一
一
年
）
や
立
岩
真
也
「
横
塚
晃
一
―
―
障
害
者
は
主
張
す
る
」（
吉

見
俊
哉
編
『
ひ
と
び
と
の
精
神
史
五 

万
博
と
沖
縄
返
還
―
―
一
九
七
〇
前
後
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
年
、
所
収
）
は
、「
青
い
芝
」
の
思
想
に
お
け
る
宗
教
的
な
る
も
の
へ
の
そ
の
よ
う

な
無
理
解
の
典
型
例
で
あ
る
。

（
7
） 

拙
稿
「
障
害
者
自
立
思
想
の
一
源
流
―
―
「
青
い
芝
の
会
」
の
宗
教
思
想
を
め
ぐ
っ
て
」（『
島

根
大
学
法
文
学
部
紀
要　

社
会
文
化
学
科
編　

社
会
文
化
論
集
』
一
三
、二
〇
一
七
年
）

（
8
） 

増
田
レ
ア
さ
ん
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
継
続
的
に
、「
マ
ハ
ラ
バ
文
庫
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

に
（http://m

aharababunko.private.coocan.jp/

）、
大
仏
空
の
著
述
を
継
続
的
に
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
た
。
私
が
編
集
し
た
「
大
仏
空
著
作
集
」
は
、
そ
の
体
裁
を
整
え
つ
つ
、
こ
れ
に

新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
付
加
し
、
註
記
や
解
題
を
付
し
て
体
系
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大

仏
の
テ
ク
ス
ト
の
発
掘
、
な
ら
び
に
「
著
作
集
」
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
増
田
さ
ん
に
は

ひ
と
か
た
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

 

　

な
お
、
著
作
集
未
収
録
の
も
の
も
含
め
た
、
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
大
仏
の
著
述
目
録
は
、



一
三

人
間
科
学
部
紀
要

　
第
七
号

　
二
〇
二
四
年
三
月

「
大
仏
空
著
作
集
（
三
）」（『
島
根
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
九
、二
〇
二
四
年
、
二
頁
以
下
）
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
9
） 
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
の
背
景
と
内
容
に
つ
い
て
は
、（
一
）
か
ら
（
三
）
の
各
「
大
仏
空
著
作
集
」

に
付
し
た
「
は
じ
め
に
」
と
「
解
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
） 

増
田
レ
ア
『
無
縁
の
地
平
に
―
―
大お

さ

仏ら
ぎ

照あ
き

子こ

の
生
涯
』（
マ
ハ
ラ
バ
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）

に
よ
れ
ば
、
願
成
寺
は
天
台
宗
の
古
刹
と
さ
れ
る
が
、
戦
時
中
、
大
仏
の
父
晃
雄
が
住
持
と

な
り
、「
救
世
護
国
実
宗
」
と
し
て
登
記
し
た
と
い
う
（
同
書
、
六
七
頁
）。
と
く
に
願
成
寺

に
戻
る
以
前
の
青
年
期
の
大
仏
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
以
下
の

記
述
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
『
無
縁
の
地
平
に
』
に
依
拠
す
る
。

（
11
） 

1
と
19
は
、
増
田
レ
ア
さ
ん
が
大
仏
と
そ
の
妻
照
子
の
遺
品
を
整
理
す
る
な
か
で
新
た
に
発

見
さ
れ
た
も
の
、
17
は
、
同
じ
く
増
田
さ
ん
が
遺
品
の
テ
ー
プ
か
ら
文
字
に
起
こ
さ
れ
た
も

の
、
7
は
、
私
が
種
々
探
索
し
て
よ
う
や
く
現
物
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
（
詳

細
は
「
著
作
集
（
一
）」
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
）、
10
は
、
横
浜
市
の
障
害
者
活
動
セ
ン

タ
ー
「
き
ょ
う
の
会
」
に
寄
贈
さ
れ
た
横
田
弘
の
蔵
書
を
私
が
調
査
し
て
発
見
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
12
） 「
著
作
集
（
二
）」
の
解
題
に
は
表
紙
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
（
二
：
七
九
）。

（
13
） 『
解
放
理
論
研
究
会
テ
キ
ス
トN

o.2

』
も
12
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
（
他
二
編
）』

も
、
い
ず
れ
も
「
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
、
同
じ
茨
城
県
の

印
刷
所
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
横
塚
り
ゑ

は
横
塚
の
妻
で
あ
り
、
自
身
も
脳
性
マ
ヒ
当
事
者
で
あ
っ
た
。

（
14
） 「
著
作
集
（
一
）」
解
題
に
掲
載
し
た
写
真
も
参
照
の
こ
と
（
一
：
二
〇
）。

（
15
） 

も
と
よ
り
、
イ
ザ
ヤ
書
四
五
―
一
五
に
由
来
し
、
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
隠

れ
た
る
神D

eus absconditus

」
の
神
学
的
議
論
に
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
単

純
に
、
神
が
表
に
現
わ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
現
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
含
意

で
あ
る
。

（
16
） 

時
宗
で
は
、
僧
侶
は
「
○
阿
」
と
称
す
る
の
に
対
し
、
半
僧
半
俗
の
客
僚
衆
は
「
○
阿
弥
」

と
称
し
て
い
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
大
仏
は
、
み
ず
か
ら
を
半
僧
半
俗
の
宗
教
者
と
し
て
、

し
か
も
あ
る
種
の
狂
気
を
引
き
受
け
る
者
と
し
て
、
位
置
づ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
17
） 

大
仏
は
「
絶
対
者
」
を
「
絶
対
他
」
と
も
言
い
換
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、「
絶
対
者
」

の
「
他
者
性
」
を
強
調
す
る
意
味
合
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
六
三
年
の
5
「
非
自
己
」

で
は
、「
自
己
」
の
成
立
に
も
「
非
自
己
」（
他
者
性
）
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
最

た
る
存
在
と
し
て
「
絶
対
他
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
通
常
の
仏
教
用
語
で
は
「
一
所
不
住
」
の
表
記
で
あ
る
が
、
大
仏
は
一
貫
し
て
「
定
」
の
文

字
を
当
て
て
い
る
。

（
19
） 「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
べ
て
る
の
家
」
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
。

（
20
） 

た
と
え
ば
鈴
木
雅
子
は
、「
障
害
者
と
優
生
思
想
―
―
相
模
原
障
害
者
殺
傷
事
件
か
ら
考
え

る
」（『
歴
史
評
論
』
八
一
〇
、二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に

か
け
て
、
障
害
者
と
安
楽
死
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
言
説
を
た
ど
る
な
か
で
、『
し
の
の
め
』

四
七
安
楽
死
特
集
号
も
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
る
が
、
彼
女
が
同
人
に
よ
る
安
楽
死
肯
定

論
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
四
点
の
う
ち
に
、
折
本
／
大
仏
の
「
安
楽
死
肯
定
論
」
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
折
本
は
同
人
だ
っ
た
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
論
旨
が
理
解
し
が
た

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
21
） 

こ
の
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
大
仏
独
自
の
「
障
害
者
解
放
」
思
想

に
結
実
し
て
い
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
小
論
で
は
そ
の
展
開
を
追
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
22
） 

横
塚
の
死
後
一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
12
『
Ｃ
Ｐ
解
放
運
動
の
め
ざ
す
も
の
（
他
二
編
）』

で
は
、
こ
の
箇
所
は
「
そ
し
て
念
仏
を
叫
ぼ
う
と
思
い
た
つ
心
の
お
こ
る
時
、
仏
は
つ
か
ん

で
離
さ
な
い
と
い
う
の
だ
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
二
：
四
一

＊
2
）。
こ
の
変
更
は
も
と
よ

り
大
仏
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、「
仏
は
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
」
と
い
う
表
現
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
不
分
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
「
阿
弥
陀
」
の
文
言
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
1
『
聖
道　

念
仏
義
抄
文
』
以
来
の
「
ア
ミ
タ
」
解
釈
が
背
景
に
隠
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

（
23
） 

実
際
に
出
版
さ
れ
た
『
こ
ろ
び
草
』
の
「
序
文
」
で
は
、
こ
の
文
言
は
「
罪
悪
（
矛
盾
）」

と
な
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
、
大
仏
の
主
張
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
24
） 

実
際
に
出
版
さ
れ
た
『
こ
ろ
び
草
』
の
「
序
文
」
で
は
、
こ
の
前
半
部
分
は
行
動
綱
領
の
四

項
目
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
た
。

（
25
） 

こ
の
点
は
す
で
に
、
折
本
昭
子
が
指
摘
し
て
い
る
（
折
本
『
か
た
り
べ
』［
私
家
版
、

一
九
八
九
年
］、
四
六
頁
以
下
）。

＊
小
論
の
骨
子
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
三
一
日
の
第
一
四
回
山
陰
社
会
福
祉
研
究
会
で
発

表
し
て
い
る
。
そ
の
場
で
頂
戴
し
た
多
く
の
質
問
は
、
小
論
の
作
成
に
も
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

＊
小
論
は
、
日
本
学
術
振
興
会
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）

課
題
番
号19K

00082

「
日
本
に
お
け
る
障
害
者
自
立
思
想
の
覚
醒
と
大
仏
空
の
宗
教
思

想
と
の
関
連
の
宗
教
学
的
検
討
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
端
で
あ
る
。


